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白　

井　

克　

尚

　

戦
後
生
活
綴
方
教
育
実
践
に
お
け
る
歴
史
教
育
と
作
文
指
導
の
結
び
つ
き

―
愛
知
県
西
尾
幡
豆
地
方
の
杉
浦
敦
太
郎
と
牧
富
也
の
「
調
べ
る
綴
方
」
実
践
に
着
目
し
て
― 

一
．
本
研
究
の
目
的

　

本
研
究
の
目
的
は
、
戦
後
生
活
綴
方
教
育
実
践
の
特
質
を
、
愛
知

県
西
尾
幡
豆
地
方
の
杉
浦
敦
太
郎
と
牧
富
也
の
「
調
べ
る
綴
方
」
実

践
に
着
目
し
て
実
態
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
歴
史
的
意
義
に
つ
い
て

考
察
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　

本
稿
で
扱
う
戦
後
生
活
綴
方
教
育
実
践
と
は
、
一
九
五
〇
年
代
に

愛
知
県
三
河
地
方
に
お
い
て
展
開
さ
れ
て
い
た
「
生
活
綴
方
」
の
考

え
方
に
基
づ
く
教
育
実
践
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
に
も
、
愛
知
県
下
に

お
け
る
戦
後
の
教
育
実
践
に
着
目
し
た
研
究（
１
）は

、
数
多
く
行
わ
れ
て

い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
の
研
究
は
、
戦
後
の
教
育
運
動
の
動
向
や

人
物
史
に
焦
点
を
当
て
た
も
の
が
多
く
、
教
育
実
践
の
具
体
は
、
十

分
に
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
。

　

土
屋
（
二
〇
〇
三
年
）
は
、
一
九
二
〇
年
代
の
愛
知
県
岡
崎
師
範

附
属
小
学
校
学
校
の
歴
史
教
育
実
践
の
特
質
の
解
明
を
通
し
て
、
解

釈
型
歴
史
学
習
の
原
型
を
見
出
し
て
い
る（
２
）。

ま
た
、白
井（
二
〇
一
三

年
）
は
、
一
九
五
〇
年
代
の
愛
知
県
知
多
郡
横
須
賀
中
学
校
の
杉
崎

章
の
郷
土
教
育
実
践
を
も
と
に
、
生
活
綴
方
と
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

の
結
び
つ
き
の
様
相
を
明
ら
か
に
し
て
い
る（
３
）。

こ
の
よ
う
な
立
場
か

ら
す
る
と
、愛
知
県
下
に
お
け
る
過
去
の
教
育
実
践
を
掘
り
起
こ
し
、

そ
の
歴
史
的
意
義
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、
今
後
の
教
育
実
践
に

示
唆
を
得
る
上
で
も
重
要
な
こ
と
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
一
九
五
〇
年
代
は
じ
め
に
、
国
分
一
太
郎
は
、「
生

活
綴
方
の
教
育
の
方
が
、
今
の
社
会
科
な
ど
と
く
ら
べ
て
、
よ
り
社

会
的
で
あ
り
、
現
実
的
で
あ
り
、
生
活
的
で
あ
っ
た
の
だ
し
、
日
本

の
現
実
に
即
し
て
、
自
律
的
で
あ
っ
た（
４
）」

と
し
て
「
生
活
綴
方
的
教

育
方
法
」
を
主
張
し
て
い
た
。
つ
ま
り
、
当
時
の
「
生
活
綴
方
」
の
考

え
は
、「
生
活
」
の
理
念
を
追
究
す
る
な
か
で
構
想
さ
れ
、「
国
語
か

ら
は
み
出
し
た
と
こ
ろ
に
発
見
さ
れ
た
新
た
な
『
国
語（
５
）
』」
と
し
て

捉
え
ら
れ
た
よ
う
に
、
教
科
の
枠
組
み
を
超
え
た
新
た
な
教
育
と
し

て
提
唱
さ
れ
た
と
い
え
る
。
こ
の
よ
う
な
考
え
に
基
づ
く
戦
後
生
活

綴
方
教
育
実
践
を
掘
り
起
こ
し
、
そ
の
歴
史
的
意
義
を
解
明
す
る
必
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要
が
あ
ろ
う
。

　

で
は
、
愛
知
県
下
に
お
け
る
戦
後
生
活
綴
方
教
育
実
践
は
、
ど
の

よ
う
に
取
り
組
ま
れ
て
い
た
の
か
。
本
稿
で
は
、
愛
知
県
西
尾
幡
豆

地
方
に
お
け
る
代
表
的
な
戦
後
生
活
綴
方
教
育
実
践
で
あ
っ
た
杉
浦

敦
太
郎
と
牧
富
也
の
教
育
実
践
に
着
目
し
、
実
践
記
録
の
分
析
を
通

じ
て
、
愛
知
県
下
に
お
け
る
戦
後
生
活
綴
方
教
育
実
践
の
具
体
を
、

教
育
実
践
レ
ベ
ル
で
解
明
し
た
い
。

　

な
お
、
本
稿
で
引
用
し
た
愛
知
県
幡
豆
郡
西
尾
中
学
校
（
現
西
尾

市
立
西
尾
中
学
校
、以
下
、西
尾
中
）
の
学
校
文
集
『
イ
ト
ス
ギ
』
や
、

愛
知
県
幡
豆
郡
三
和
中
学
校
（
現
西
尾
市
立
東
部
中
学
校
、
以
下
三

和
中
）
の
学
校
文
集
『
年
間
作
文
』
な
ど
の
資
料
は
、
本
来
な
ら
ば

公
開
さ
れ
て
い
な
い
性
格
の
も
の
で
あ
る
が
、
愛
知
県
三
河
地
域
に

お
け
る
国
語
教
育
の
民
間
教
育
研
究
サ
ー
ク
ル
「
形
成
の
会
」
の
機

関
誌
『
形
成
』
や
、
西
尾
市
史
編
纂
委
員
会
編
『
西
尾
市
史　

現
代

五
』（
愛
知
県
西
尾
市
、
一
九
八
〇
年
）
に
お
い
て
、
そ
れ
ら
の
『
学

校
文
集
』が
資
料
と
し
て
た
び
た
び
登
場
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、

こ
れ
ら
の
『
学
校
文
集
』
は
、
愛
知
県
下
に
お
け
る
戦
後
生
活
綴
方

教
育
実
践
の
歴
史
を
明
ら
か
に
す
る
上
で
重
要
な
資
料
で
あ
る
と
位

置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

さ
ら
に
、
本
稿
で
引
用
し
た
生
徒
の
作
文
は
、
西
尾
幡
豆
国
語
の

会
編
『
道
し
る
べ
―
西
尾
幡
豆
国
語
の
会
の
半
世
紀
―
』（
二
〇
一
〇

年
）
や
、
神
谷
和
正
編
『
考
え
る
葦
―
先
生
の
あ
し
あ
と
＝
杉
浦
敦

太
郎
の
「
国
語
」
と
「
社
会
科
」
＝
―
』（
一
九
九
六
年
）
の
中
で
取

り
上
げ
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
そ
の
全
文
は
公
開
さ
れ
て
い
な
い
。

そ
こ
で
、
資
料
中
の
旧
漢
字
や
旧
仮
名
遣
い
を
修
正
す
る
範
囲
で
、

で
き
る
限
り
全
文
を
掲
載
す
る
よ
う
に
心
が
け
た
。

　

本
稿
の
執
筆
に
際
し
、
西
尾
中
と
西
尾
東
部
中
の
所
蔵
図
書
を
閲

覧
・
貸
借
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
資
料
収
集
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
。

こ
の
場
を
借
り
て
お
礼
申
し
上
げ
た
い
。

二
、
愛
知
県
三
河
地
方
に
お
け
る
戦
後
生
活
綴
方
実
践
の
興
隆

　

一
九
五
二
年
、
国
分
一
太
郎
は
、『
生
活
綴
方
と
作
文
教
育
』（
金

子
書
房
）
の
中
で
、「
生
活
綴
方
的
教
育
方
法
は
、
単
な
る
国
語
科

の
作
文
の
中
だ
け
で
な
く
、
全
学
校
教
育
の
全
活
動
（
国
語
科
・
社

会
科
・
理
科
・
算
数
科
・
職
業
家
庭
科
・
図
工
科
・
音
楽
科
・
英
語

科
・
教
科
外
の
校
内
活
動
＝
文
部
省
の
い
う
特
別
活
動
・
コ
ア
連
の

い
う
日
常
生
活
課
程
、わ
た
く
し
た
ち
が
大
切
に
す
る
自
治
的
活
動
、

そ
の
中
で
の
生
活
検
討
会
・
校
外
生
活
指
導
な
ど
）
の
中
で
、
そ
れ

ら
の
学
習
活
動
を
真
に
現
実
生
活
に
密
着
し
た
も
の
に
す
る
た
め

に
、
活
用
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い（
６
）」

と
述
べ
て
い
た
。
こ
こ
で
示

さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
当
時
の
「
生
活
綴
方
的
教
育
方
法
」
は
、
教

育
課
程
全
体
に
及
ぶ
考
え
方
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
つ
ま
り
、「
生

活
綴
方
的
教
育
方
法
」
は
、「
国
語
科
」
の
「
作
文
」
の
中
だ
け
で
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な
く
、
全
教
科
に
お
い
て
重
点
的
に
取
り
組
ま
れ
て
い
た
こ
と
に
そ

の
特
色
が
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
「
生
活
綴
方
的
教
育
方
法
」
に
基
づ

き
、
一
九
五
〇
年
代
前
半
の
愛
知
県
三
河
地
方
に
お
い
て
戦
後
生
活

綴
方
教
育
実
践
が
取
り
組
ま
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

一
九
五
三
年
六
月
一
三
日
、
西
尾
中
を
会
場
と
し
て
、
西
三
河
作

文
の
会
が
中
心
と
な
り
、
愛
知
県
作
文
教
育
者
協
議
会
（
以
下
、
愛

作
教
）
の
発
足
式
が
持
た
れ
た
。
参
加
団
体
は
、
岡
崎
綴
方
の
会
・

岡
崎
い
ち
に
ん
会
・
東
三
河
教
育
科
学
研
究
会
・
渥
美
作
文
の
会
・

額
田
綴
方
同
好
会
・
挙
母
加
茂
作
文
の
会
・
安
城
作
文
の
会
・
学
芸

大
綴
方
の
会
・
刈
谷
作
文
の
会
・
八
名
作
文
の
会
・
宝
飯
作
文
の
会
・

国
語
研
究
同
志
会
（
碧
南
）・
明
治
作
文
の
会
・
付
属
小
中
国
語
部

会
・
西
三
河
作
文
の
会
・
西
三
教
科
研
と
い
う
よ
う
に
、
愛
知
県
三

河
地
方
に
お
け
る
戦
後
の
生
活
綴
方
教
育
サ
ー
ク
ル
が
結
集
し
た
会

で
あ
っ
た
。
愛
作
教
の
中
心
人
物
で
あ
っ
た
加
藤
喜
代
治
は
、
会
の

発
足
に
関
し
て
、「
中
津
川
大
会
（
筆
者
注
：
日
本
作
文
の
会
第
一

回
大
会
）
を
き
っ
か
け
と
し
て
綴
方
を
や
ろ
う
と
す
る
同
志
た
ち
が

各
地
に
生
れ
日
ま
し
に
活
動
が
盛
に
な
っ
て
き
た
の
で
、
大
き
く
組

織
し
た（
７
）」

と
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
、一
九
五
三
年
八
月
九
日
に
は
、

岡
崎
市
六
名
小
学
校
を
会
場
に
し
て
、
愛
知
県
三
河
地
域
の
作
文
教

育
研
究
サ
ー
ク
ル
が
一
同
に
会
す
る
第
一
回
作
文
教
育
研
究
大
会
が

開
催
さ
れ
た
。
こ
の
大
会
は
、
愛
知
県
三
河
地
方
の
熱
心
な
生
活
綴

方
教
師
が
中
心
と
な
っ
て
組
織
・
運
営
を
行
っ
て
い
た
。
後
に
、
大

会
関
係
者
で
あ
っ
た
牧
富
也
は
、「
杉
浦
・
加
藤
ら
の
尽
力
に
よ
り
、

全
三
河
二
〇
団
体
か
ら
な
る
『
愛
知
作
文
教
育
者
協
議
会
』（
代
表
：

後
藤
金
好
・
西
尾
中
校
長
）
が
結
成
さ
れ
、
目
覚
ま
し
い
活
動
が
展

開
さ
れ
た（
８
）」

と
、
当
時
の
様
子
に
つ
い
て
語
っ
て
い
る
。

　

こ
の
頃
の
愛
知
県
三
河
地
方
に
お
け
る
戦
後
生
活
綴
方
教
育
実
践

に
眼
を
向
け
れ
ば
、「
戦
後
の
西
尾
・
幡
豆
の
作
文
の
夜
明
け
は
西

尾
中
で
の
加
藤
喜
代
治
の
仕
事
か
ら
始
ま
る
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ

う（
９
）」と

述
べ
ら
れ
て
い
る
。
西
尾
中
の
国
語
教
師
で
あ
っ
た
加
藤
は
、

一
九
五
二
年
の
一
月
末
に
、
雑
誌
『
世
界
』（
二
月
号
）
に
掲
載
さ

れ
た
「
母
の
死
と
そ
の
後
」（
江
口
江
一
）
と
い
う
作
文
と
、
そ
の

「
指
導
者
の
こ
と
ば
」（
無
着
成
恭
）
を
読
み
、「
生
活
の
た
く
ま
し
さ
、

生
き
生
き
と
生
活
の
血
の
通
っ
た
コ
ト
バ
と
思
想
、
そ
し
て
緊
迫
し

た
生
活
の
認
識
と
強
靭
な
組
織
の
仕
方
」
が
そ
こ
に
示
さ
れ
て
い
た

こ
と
に
感
銘
を
受
け
、
生
活
綴
方
の
指
導
に
意
識
的
に
取
り
組
ん
で

い
っ
た
と
い
う
。
そ
し
て
、「
私
も
ほ
ん
の
数
年
前
に
生
活
綴
方
を

知
り
、
子
ど
も
た
ち
を
綴
ら
せ
な
が
ら
育
て
、
そ
の
指
導
を
通
し
て

自
己
改
造
を
な
し
遂
げ
よ
う
と
つ
と
め
て
き
た
も
の
の
一
人
だ（

（（
（

」
と

述
べ
、戦
後
生
活
綴
方
教
育
実
践
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
と
な
る
。

そ
の
実
践
の
成
果
は
、「
終
戦
後
の
わ
が
家
」（
西
尾
中　

二
年
・
加

藤
伊
蘇
志（

（（
（

）と
い
う
作
文
に
結
実
し
て
い
っ
た
。「
終
戦
後
の
わ
が
家
」

の
作
文
は
、
一
九
五
一
年
度
の
読
売
新
聞
社
主
催
の
全
国
つ
づ
り
方

コ
ン
ク
ー
ル
で
最
高
位
入
賞
と
な
り
、
い
く
つ
か
の
書
物
に
転
載
さ
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れ
て
、
全
国
的
な
反
響
を
呼
ん
だ
と
い
う（

（（
（

。
つ
ま
り
、
加
藤
実
践
は
、

全
国
的
に
も
注
目
さ
れ
た
実
践
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

加
藤
は
、「
終
戦
後
の
わ
が
家
」
の
作
文
指
導
に
関
し
て
、「『
日

本
綴
方
の
会
』
一
九
五
一
年
度
の
全
国
最
高
位
に
な
っ
た
こ
の
作
品

は
、前
の
年
や
は
り
全
国
第
一
位
だ
っ
た
「
母
の
死
と
そ
の
後
」（
山

形
県
山
元
中
学
校
江
口
江
一
君
）
を
読
ん
だ
あ
と
の
感
想
文
を
発
展

さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。（
中
略
）
そ
れ
を
読
み
合
っ
た
あ
と
、『
私
た

ち
も
自
分
自
身
の
ほ
ん
と
う
の
生
活
を
知
る
た
め
に
、
そ
し
て
も
っ

と
よ
い
生
き
が
い
の
あ
る
生
活
を
建
設
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
る
た
め
に
』、
自
分
自
身
の
今
の
生
活
を
、
は
だ
か
の
ま
ま
は
っ

き
り
と
つ
き
と
め
て
み
た
く
な
っ
た
の
だ
っ
た（

（（
（

。」
と
振
り
返
っ
て

い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
加
藤
が
、
戦
後
生
活
綴
方
教
育
実
践
に
お
い

て
参
考
に
し
た
の
は
、無
着
成
恭
の
『
山
び
こ
学
校
』（
一
九
五
一
年
、

青
銅
社
）と
い
う
社
会
科
の
実
践
記
録
で
あ
っ
た
こ
と
が
興
味
深
い
。

こ
こ
か
ら
は
、
当
時
の
教
師
の
意
識
の
中
の
「
国
語
科
」
と
「
社
会

科
」
と
の
緩
や
か
な
結
び
つ
き
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る（

（（
（

。

　

ま
た
、
加
藤
は
、
こ
の
作
文
が
生
ま
れ
る
ま
で
に
、
三
ヶ
月
間
の

ほ
と
ん
ど
毎
日
、
作
者
で
あ
る
加
藤
伊
蘇
志
と
話
し
合
い
、
学
級
の

み
ん
な
で
作
文
の
読
み
合
わ
せ
を
し
な
が
ら
、
原
稿
用
紙
計
百
枚
に

も
わ
た
る
大
作
を
生
み
出
す
こ
と
に
成
功
し
た
と
振
り
返
っ
て
い

る
。
と
り
わ
け
、
こ
の
作
文
を
綴
ら
せ
る
過
程
で
特
に
努
め
た
こ
と

は
、「
下
か
ら
の
証
明
」や「
生
活
構
造
か
ら
の
確
か
め
」で
あ
り
、「
子

ど
も
が
ま
と
も
に
考
え
ぬ
い
て
と
ら
え
た
内
容
の
『
確
か
め
』
は
そ

の
ま
ま
文
の
確
か
さ
に
な
る
こ
と
に
気
が
つ
い
た（

（（
（

」
と
い
う
。
つ
ま

り
、
加
藤
実
践
は
、
作
文
教
育
を
通
じ
た
生
徒
の
「
生
活
」
の
変
容

を
重
視
し
た
取
り
組
み
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。

　

当
時
、愛
作
教
の
中
心
的
人
物
の
一
人
で
あ
っ
た
杉
浦
敦
太
郎
は
、

加
藤
実
践
に
対
し
て
、「
一
九
五
二
年
、
加
藤
伊
蘇
志
の
『
終
戦
後

の
わ
が
家
』
を
中
心
作
品
と
す
る
イ
ト
ス
ギ
（
筆
者
注
：
西
尾
中
の

学
校
文
集
）
第
二
号
が
西
尾
・
幡
豆
作
文
の
歩
み
の
一
つ
の
到
達
点

と
し
て
発
表
さ
れ
、
広
い
層
か
ら
注
目
さ
れ
た
。
し
か
し
、
こ
の
終

戦
後
の
歩
み
は
全
く
敗
戦
後
に
つ
く
り
出
さ
れ
た
も
の
で
な
く
、
戦

前
の
遺
産
（
人
と
作
品
）
か
ら
多
く
の
も
の
を
引
き
継
い
だ
も
の
で

あ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る（

（（
（

」
と
評
価
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

加
藤
実
践
は
、
戦
前
期
よ
り
取
り
組
ま
れ
て
い
た
「
生
活
綴
方
」
の

伝
統
を
受
け
継
い
だ
、
愛
知
県
三
河
地
方
に
お
け
る
戦
後
「
生
活
綴

方
」
教
育
実
践
の
出
発
点
で
あ
っ
た
こ
と
が
示
さ
れ
る（

（（
（

。
し
か
し
、

加
藤
は
、
翌
年
度
、
愛
知
学
芸
大
学
（
現
愛
知
教
育
大
学
）
附
属
岡

崎
中
学
校
に
転
出
す
る
。
そ
の
後
、
加
藤
実
践
を
引
き
継
ぐ
形
で
、

愛
知
県
西
尾
幡
豆
地
方
に
お
い
て
『
学
校
文
集
』
の
作
成
を
通
じ
た

戦
後
生
活
綴
方
教
育
実
践
が
継
続
し
て
取
り
組
ま
れ
て
い
く
の
で
あ

る
。
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三
、
杉
浦
敦
太
郎
の
「
調
べ
る
綴
方
」
実
践

　

こ
れ
ま
で
述
べ
た
「
生
活
綴
方
」
の
考
え
を
引
き
継
い
で
、
愛

知
県
西
尾
幡
豆
地
方
に
お
い
て
『
学
校
文
集
』
の
作
成
を
通
じ
た

戦
後
生
活
綴
方
教
育
実
践
に
取
り
組
ん
だ
教
師
が
、
杉
浦
敦
太
郎

（
一
九
〇
八
―
一
九
八
五
年
）
で
あ
っ
た
。
杉
浦
は
、
先
述
し
た
愛

作
教
の
結
成
に
も
関
わ
っ
た
人
物
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
か
ら
彼
を
、

戦
後
の
愛
知
県
西
尾
幡
豆
地
方
を
代
表
す
る
生
活
綴
方
教
師
と
し
て

位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

杉
浦
は
、
一
九
五
三
年
、
三
和
中
に
お
い
て
学
校
文
集
『
年
刊
作

文
』
の
創
刊
に
携
わ
り
、「
郷
土
ク
ラ
ブ
」
の
顧
問
と
し
て
、
生
徒

に
地
域
の
実
地
調
査
を
さ
せ
て
作
文
を
書
か
せ
る
実
践
に
取
り
組
ん

で
い
た
。『
年
刊
作
文
』
第
一
号
（
一
九
五
三
年
三
月
）
は
、「
郷
土

の
歴
史
や
民
俗
を
生
徒
の
手
で
古
老
か
ら
の
聞
き
取
り
や
実
地
踏
査

で
調
べ
、
そ
れ
を
作
文
化
し
て
確
か
め
て
い
く
と
い
う
面
に
新
し
い

開
拓
を
し
た（

（（
（

」
と
評
価
さ
れ
て
い
る
。
杉
浦
の
指
導
に
よ
る
生
徒
の

作
文
か
ら
は
、
彼
の
実
践
の
様
子
が
明
ら
か
に
な
る
。

　

以
下
、『
年
刊
作
文
』
の
中
か
ら
、「
口
上
書
を
読
ん
で　

感
想
」「
坂

道
」「
お
じ
い
さ
ん
の
昔
ば
な
し
」と
い
う
作
文
を
紹
介
す
る
。
な
お
、

先
述
し
た
神
谷
和
正
編
『
考
え
る
葦
―
先
生
の
あ
し
あ
と
＝
杉
浦
敦

太
郎
の
「
国
語
」
と
「
社
会
科
」
＝
―
』
に
は
、
生
徒
の
作
文
の
一

部
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
杉
浦
に
よ
る
実
践
の
全
体
像
を
示
す
た

め
に
、敢
え
て
作
文
全
体
を
載
せ
る
よ
う
に
心
が
け
た
。
右
線
部
は
、

白
井
が
、
実
践
の
経
緯
を
示
す
部
分
に
引
い
た
。

資
料
一

　

三
和
中
『
年
間
作
文
』
Ⅱ
、
一
九
五
四
年
三
月
、
三
九
頁

　
　

口
上
書
を
読
ん
で
（
本
文
略
）

　
　

感　

想

犬
塚　

佐
代
子
（ 

二 

）

　

こ
の
手
紙
を
読
む
と
、
封
建
時
代
の
農
民
は
実
に
か
わ
い
そ
う
な
も

の
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
よ
う
な
手
紙
を
出
し
て
税
を
少
し

で
も
少
く
し
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
今
は
そ
ん
な
こ
と
は
な

い
と
思
う
。
こ
の
よ
う
な
農
家
は
、
み
ん
な
一
生
懸
命
に
た
の
ん
で
い

る
の
で
あ
る
。
食
べ
る
も
の
が
な
く
な
っ
て
死
ぬ
ぐ
ら
い
の
大
水
、
ほ

ん
と
う
に
封
建
時
代
の
農
民
は
、
か
わ
い
そ
う
で
あ
っ
た
こ
と
が
だ
れ

で
も
わ
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
又
私
の
か
ん
づ
い
た
こ
と
は
、「
御
」
と

い
う
字
が
多
く
使
っ
て
あ
る
の
に
気
づ
い
た
。
私
は
知
ら
な
か
っ
た
が
、

先
生
の
お
話
に
よ
る
と
、
自
分
の
田
畑
で
は
な
い
か
ら
だ
と
い
わ
れ
た
、

ほ
ん
と
う
に
ほ
ん
と
う
に
封
建
時
代
の
農
民
は
か
わ
い
そ
う
で
あ
っ

た
。

　
　

感　

想

村
松　

と
よ
こ
（ 

二 

）

　

先
生
が
こ
の
手
紙
を
わ
た
さ
れ
た
時
、
こ
ん
な
む
ず
か
し
い
、
し
か

も
旧
よ
み
か
た
で
よ
め
る
か
と
思
つ
た
が
、
ひ
と
と
う
り
読
ん
で
し

ま
わ
れ
る
と
。
案
外
あ
（
マ
マ
）
や
す
く
よ
め
た
。
そ
し
て
こ
の
手
紙

を
読
ん
で
い
る
と
、
そ
の
当
時
の
人
た
ち
の
え
ら
か
っ
た
こ
と
が
頭
に

う
か
ん
で
来
る
。
そ
の
当
時
は
封
建
制
度
が
く
ず
れ
か
か
っ
て
い
た
そ

う
あ
る
。
そ
し
て
道
を
い
じ
る
時
に
は
新
村
ま
で
も
通
知
が
き
て
朝
早

く
起
き
て
道
を
い
じ
っ
て
い
る
と
こ
ろ
ま
で
步
い
て
い
っ
た
そ
う
で
あ

る
。
昔
の
人
は
よ
く
ま
あ
遠
い
と
こ
ろ
ま
で
步
い
て
い
っ
た
と
思
う
。

今
の
人
で
は
と
う
て
い
步
い
て
い
け
な
い
と
思
う
。
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資
料
二

　

三
和
中
『
年
間
作
文
』
Ⅱ
、
一
九
五
四
年
三
月
、
四
〇
頁

　
　

坂　

道

齋
藤　

税
（ 

二 

）

　

僕
の
家
は
新
村
山
の
北
べ
た
の
坂
を
ち
ょ
う
ど
登
っ
た
所
に
あ
る
。

こ
の
坂
の
幅
は
だ
い
た
い
二
間
ぐ
ら
い
あ
る
。
長
さ
は
約
一
五
〇
メ
ー

ト
ル
ぐ
ら
い
あ
る
。
ち
ょ
っ
と
見
た
だ
け
で
は
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
ぐ
ら

い
に
見
え
る
が
曲
っ
て
い
る
の
で
わ
り
に
長
い
。

　

こ
の
坂
で
、
ら
く
な
時
と
な
ん
ぎ
な
時
が
あ
る
。
こ
の
山
に
住
ん
で

い
る
人
は
登
っ
た
り
、
お
り
た
り
す
る
こ
と
が
、
何
ん
で
も
な
い
よ
う

で
あ
る
。
山
の
下
に
住
ん
で
い
る
人
、
よ
そ
か
ら
き
た
人
な
ど
は
よ
く

「
な
ん
で
、
こ
ん
な
所
に
家
を
た
て
た
の
だ
ろ
う
。」
と
、
い
っ
て
い
る
。

そ
れ
は
新
村
の
晃
君
家
に
昔
、
庄
屋
さ
ん
が
領
主
様
に
出
し
た
か
き
つ

け
が
残
っ
て
い
る
が
次
の
よ
う
に
記
し
て
あ
っ
た
。『
満
水
の
節
、
堤

切
込
み
の
儀
心
も
と
な
く
御
座
候
故
御
領
主
樣
へ
御
願
い
申
し
候
て
御

林
山
を
引
き
な
ら
し
、
惣
村
中
、
屋
敷
替
え
仕
候
に
付
、
御
田
地
へ
甚

以
て
遠
路
に
相
成
り
難
渋
仕
候
。』
僕
は
こ
の
文
句
の
わ
け
が
わ
か
ら

な
か
つ
た
。
ど
う
い
う
こ
と
だ
ろ
う
と
思
っ
て
考
え
て
い
る
と
こ
の
文

句
の
わ
け
は
、
だ
い
た
い
『
昔
、
矢
作
川
が
満
水
の
時
、
堤
が
切
れ
そ

う
な
の
を
心
配
し
て
村
の
人
が
領
主
様
に
御
願
申
し
出
て
、
こ
の
林
山

を
引
き
な
ら
し
、
村
中
が
屋
敷
を
こ
の
山
に
う
つ
し
た
が
田
地
に
遠
く

な
っ
て
な
ん
ぎ
い
』
と
い
う
よ
う
な
こ
と
だ
と
思
っ
た
。

　

こ
の
坂
を
お
り
る
時
、
自
転
車
の
ベ
タ
ル
を
ふ
ま
な
い
で
下
ま
で
行

け
る
。
朝
早
く
ご
は
ん
を
食
べ
て
い
る
と
坂
で
「
キ
ー
キ
ー
」
と
ハ
ン

ド
ブ
レ
キ
の
音
が
聞
こ
え
る
。

　
（
判
読
不
明
）う
と
す
る
と
班
が
下
ま
で「
ガ
ラ
ガ
ラ
」と
走
っ
て
行
っ

て
し
ま
う
の
で
二
人
で
班
を
引
張
っ
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な

ん
ぎ
な
時
は
坂
を
登
る
時
で
あ
る
。
普
通
の
平
地
で
は
一
人
で
ら
く
ら

く
と
引
い
て
行
く
の
を
坂
を
の
ぼ
る
時
に
は
二
人
か
三
人
で
引
張
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
う
云
う
時
牛
か
馬
を
飼
っ
て
い
る
と
都
合
が
よ

い
。
ま
あ
、
こ
の
へ
ん
で
は
馬
は
い
な
い
が
牛
は
少
し
く
ら
い
お
る
。

牛
に
車
を
引
張
ら
せ
て
上
っ
て
行
け
ば
非
常
に
ら
く
で
る
。
僕
の
家
に

は
牛
が
い
な
い
の
で
兄
や
母
が
よ
く
「
牛
が
ほ
し
い
」
と
い
っ
て
い
る
。

僕
も
牛
が
ほ
し
い
。

　

山
の
上
に
は
家
が
十
六
け
ん
あ
る
。
そ
の
中
で
牛
の
い
る
家
が
三
げ

ん
で
あ
る
。
こ
の
坂
を
九
〇
メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い
登
っ
た
所
が
少
し
ま

が
っ
て
い
て
夜
、
月
夜
で
な
い
時
は
真
暗
で
、
も
う
手
さ
ぐ
り
で
步
か

な
く
て
は
な
ら
な
い
く
ら
い
で
あ
る
。
月
夜
で
な
い
時
、
こ
こ
に
あ
ま

り
來
た
こ
と
の
な
い
人
は
道
が
、
ど
ち
ら
に
曲
っ
て
い
る
の
か
わ
か
ら

な
い
の
で
兩
ぐ
ろ
の
い
み
じ
ょ
に
、
お
ち
る
よ
う
な
こ
と
が
た
ま
た
ま

あ
る
。

　

だ
が
今
で
は
、
坂
の
曲
っ
て
い
る
所
に
電
燈
が
つ
い
て
い
る
の
で
、

い
み
じ
ょ
に
お
ち
る
よ
う
な
心
配
は
い
ら
な
い
。
夜
、
お
そ
く
来
て
電

燈
が
と
ぼ
っ
て
い
な
い
と
少
し
、
お
そ
が
い
よ
う
な
気
が
す
る
。
そ
れ

は
坂
の
兩
ぐ
ろ
が
竹
や
ぶ
ば
か
り
な
の
で
、
こ
の
竹
が
坂
を
お
お
つ
て

い
て
暗
い
か
ら
で
あ
る
。
電
燈
の
つ
い
て
い
な
い
時
は
電
球
の
き
れ
て

い
る
時
で
あ
る
。
だ
が
、
だ
れ
か
が
ま
た
新
し
い
電
球
を
つ
け
て
く
れ

る
。

　

こ
の
よ
う
に
、こ
の
坂
に
は
不
便
な
所
や
便
利
な
所
が
あ
る
。
ま
あ
、

不
便
な
方
が
少
し
多
い
よ
う
で
あ
る
。
だ
が
僕
は
下
の
平
地
で
く
ら
す

よ
り
も
山
の
上
で
く
ら
し
て
い
る
方
が
よ
い
。
そ
れ
は
家
で
仕
事
な
ど

し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

写真 1 『年間作文』
Ⅰ・Ⅱ（1953・1954年）
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資
料
三

　

三
和
中
『
年
間
作
文
』
Ⅱ
、
一
九
五
四
年
三
月
、
四
一
〜
四
二
頁

（
右
線
部
は
白
井
）　

　
　

お
じ
い
さ
ん
の
昔
ば
な
し

金
子　

チ
ヨ
ノ

　

家
の
お
じ
い
さ
ん
は
明
治
の
前
の
、
慶
応
元
年
（
一
八
六
五
）
生
ま

れ
で
、
今
年
で
九
〇
才
に
な
る
。
九
〇
年
間
の
自
分
の
経
験
の
う
ち
か

ら
、
こ
の
上
羽
角
に
関
係
の
あ
る
こ
と
を
い
ろ
い
ろ
と
聞
い
て
、
歴
史

の
勉
強
の
助
け
に
し
よ
う
と
し
た
。
何
に
し
ろ
、
お
じ
い
さ
ん
は
年
寄

り
で
、
も
う
ろ
く
し
て
し
ま
っ
て
、
記
憶
が
あ
い
ま
い
で
、
あ
ま
り
た

く
さ
ん
聞
き
出
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
少
し
ば
か
り
次
ぎ
に
断

片
的
に
書
き
つ
け
て
み
ま
す
。

一
、
ち
ょ
ん
ま
げ
の
こ
と
。　

明
治
十
年
ご
ろ
、
お
じ
い
さ
ん
の
十
三

才
の
時
、
ち
ょ
ん
ま
げ
を
結
い
、
十
五
才
ま
で
は
母
に
ゆ
っ
て
も
ら
い
、

十
五
才
か
ら
は
、
前
を
青
く
す
る
の
で
、
そ
れ
は
家
で
は
や
れ
な
く
て

床
屋
へ
行
く
の
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
ち
ょ
う
ど
お
じ
い
さ
ん
が
三
十
才

の
時
の
こ
ろ
、
お
上
か
ら
ち
ょ
ん
ま
げ
を
切
っ
て
も
よ
い
と
い
わ
れ
、

お
じ
い
さ
ん
は
そ
の
時
切
っ
て
し
ま
わ
れ
た
。
ち
ょ
ん
ま
げ
を
結
っ
て

い
た
時
の
気
持
は
、
昔
か
ら
の
習
慣
で
、
そ
れ
は
気
持
が
よ
か
っ
た
と

い
わ
れ
ま
す
。

二
、
年
貢
米
。　

昔
は
、
上
羽
角
だ
け
六
百
俵
年
貢
と
し
て
出
す
の
だ

が
、
米
が
一
反
に
三
〜
四
俵
し
か
と
れ
な
く
、
年
貢
に
困
り
、
上
羽
角

の
中
央
と
い
っ
て
よ
い
と
こ
ろ
に
、
年
貢
米
を
し
ま
っ
て
お
く
倉
が

あ
っ
た
の
で
、
そ
の
倉
へ
、
ぬ
か
俵
を
百
俵
く
ら
い
人
れ
て
お
い
た
。

倉
に
入
れ
て
お
く
時
は
、
ぬ
か
俵
で
も
よ
か
っ
た
が
、
岡
崎
の
殿
様
の

所
へ
お
さ
め
る
時
に
は
米
俵
を
持
っ
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
、
苦

し
か
っ
た
。

三
、
年
貢
お
さ
め
。　

そ
の
年
貢
米
を
納
め
る
に
は
、
十
五
才
に
男
が

な
る
と
、
米
一
か
つ
い
で
、
岡
崎
の
殿
様
の
と
こ
ろ
ま
で
持
っ
て
い
っ

た
の
だ
そ
う
で
す
。
今
考
え
る
と
、
昔
の
人
は
力
が
あ
っ
た
の
か
、
上

羽
角
か
ら
岡
崎
ま
で
は
約
二
里
半
あ
る
、そ
の
道
を
米
一
俵
か
つ
い
で
、

汗
を
流
し
て
運
ん
で
行
っ
た
と
は
驚
く
こ
と
だ
。
今
で
は
大
人
の
人
で

も
米
俵
を
か
つ
ぐ
な
ど
と
い
う
事
は
め
っ
た
に
な
い
。「
火
事
に
な
っ

て
、
び
っ
く
り
し
た
時
な
ら
、
一
俵
ぐ
ら
い
か
つ
い
で
出
せ
る
そ
う
だ

な
あ
。」
と
ど
こ
か
の
お
ば
あ
さ
ん
が
言
っ
て
い
ら
れ
た
、
私
は
「
そ

う
か
な
あ
」
と
思
い
な
が
ら
聞
い
て
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

四
、
百
姓
と
刀
。　

岡
綺
の
領
主
は
本
多
と
い
う
殿
様
で
高
は
五
万
石
、

日
本
中
の
二
百
あ
ま
り
の
大
名
の
う
ち
で
は
中
ぐ
ら
い
だ
そ
う
で
す
。

武
士
は
大
小
の
刀
を
毎
日
の
よ
う
に
さ
し
、
農
民
は
お
祝
の
時
だ
け
短

か
い
刀
を
一
本
さ
し
て
も
よ
い
。
私
は
農
民
な
ど
刀
は
全
然
さ
さ
な
い

と
思
っ
て
い
た
。
そ
れ
は
、
豊
臣
秀
吉
が
天
下
を
統
一
し
た
と
き
、
一

揆
を
防
ぐ
た
め
、
刀
狩
を
行
な
っ
た
か
ら
、
刀
な
ど
農
民
の
手
に
は
な

い
と
思
っ
て
い
た
が
、お
じ
い
さ
ん
の
話
を
聞
い
て
不
思
議
に
思
っ
た
。

五
、
し
ゅ
う
げ
ん
。　

德
川
時
代
の
こ
ろ
、
嫁
さ
ん
を
も
ら
う
時
に
は
、

百
姓
は
、
小
さ
い
刀
を
一
本
さ
し
て
か
み
し
も
を
着
て
式
を
し
た
の
だ

そ
う
で
す
。
か
み
し
も
を
つ
け
る
と
、
姿
勢
が
よ
く
な
り
、
い
か
に
も

そ
の
人
が
り
っ
ぱ
に
見
え
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
女
の
人
は
つ
ね
に
本

髪
を
ゆ
っ
て
い
た
の
で
、
そ
の
な
り
で
や
れ
ば
よ
い
。

六
、
お
じ
い
さ
ん
の
学
歷
。　

七
才
か
ら
一
年
、
中
嶋
の
尾
崎
伊
六
郞

さ
ん
の
と
こ
ろ
へ
行
き
、そ
れ
か
ら
牧
保
さ
ん
の
と
こ
ろ
へ
二
年
行
き
、

貝
吹
の
庵
寺
に
学
校
が
で
き
て
か
ら
六
年
通
っ
た
。
は
じ
め
は
寺
小
屋

と
お
な
じ
よ
う
な
も
の
で
あ
つ
た
と
い
う
。

七
、
天
明
の
水
害
。 

上
羽
角
の
よ
う
な
川
添
い
で
は
よ
く
大
水
害
が

あ
っ
た
。
お
じ
い
さ
ん
が
ま
だ
生
ま
れ
な
い
前
、
天
明
と
い
う
年
号
の

年
に
も
え
ら
い
水
害
が
あ
っ
て
、
わ
た
く
し
の
う
ち
の
本
家
の
金
子
家

は
深
溝
（
ふ
こ
う
ず
）
へ
移
転
し
て
し
ま
っ
た
そ
う
で
す
。
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資
料
一
に
、「
先
生
の
お
話
に
よ
る
と
」「
先
生
が
こ
の
手
紙
を
渡

さ
れ
た
と
き
」
と
あ
る
よ
う
に
、
杉
浦
は
、
生
徒
に
古
文
書
を
読
ま

せ
、
そ
れ
ら
の
感
想
を
書
か
せ
る
と
い
う
順
序
で
作
文
指
導
を
行
っ

て
い
た
の
で
あ
る
。
資
料
二
か
ら
は
、
杉
浦
が
生
徒
の
家
の
古
文
書

を
読
ま
せ
、
現
在
の
自
分
の
家
と
の
環
境
を
比
較
さ
せ
て
、
歴
史
地

理
的
な
認
識
を
深
め
さ
せ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
資
料
三

か
ら
は
、「
歴
史
の
勉
強
の
助
け
に
し
よ
う
と
し
た
」
と
い
う
よ
う

に
、
地
域
の
古
老
で
あ
る
お
じ
い
さ
ん
へ
の
聞
き
取
り
調
査
を
行
わ

せ
た
こ
と
に
よ
り
、
生
徒
が
歴
史
認
識
を
育
ん
で
い
た
こ
と
が
わ
か

る
。
こ
れ
ら
の
作
文
か
ら
明
ら
か
に
な
る
実
践
の
特
質
は
、
杉
浦
が

古
文
書
を
読
ま
せ
た
り
、
古
老
へ
の
聞
き
取
り
調
査
を
行
わ
せ
た
り

し
て
、
そ
の
調
査
内
容
を
記
録
す
る
た
め
の
作
文
指
導
を
行
っ
て
い

た
こ
と
で
あ
る
。

　

以
下
、
生
徒
の
作
文
に
対
す
る
杉
浦
の
評
価
言
を
示
す
。
な
お
、

右
線
部
は
、
白
井
が
、
杉
浦
の
作
文
指
導
へ
の
考
え
が
示
さ
れ
て
い

る
部
分
に
引
い
た
。

資
料
四

　

三
和
中
『
年
間
作
文
』
Ⅱ
、
一
九
五
四
年
三
月
、
三
七
頁

（
右
線
部
は
白
井
）

　

資
料
四
の
中
の
、「
日
ご
ろ
の
ほ
か
の
学
科
の
勉
強
、
特
に
歴
史
、

社
会
の
勉
強
が
し
っ
か
り
積
み
重
ね
ら
れ
て
い
な
け
れ
ば
よ
い
も
の

は
書
け
な
い
。」「
わ
れ
わ
れ
の
手
で
こ
ま
め
に
採
集
し
作
文
に
し
て

お
き
、
や
が
て
一
冊
の
『
三
和
村
の
歴
史
』
が
作
ら
れ
る
日
を
待
と

う
。」
と
い
っ
た
言
葉
か
ら
は
、
杉
浦
が
、
作
文
指
導
の
中
で
、
郷

　
　

封
建
の
代
を
た
ず
ね
て

　

新
村
の
斎
藤
錠
一
さ
ん
の
お
宅
に
保
存
さ
れ
て
あ
る
た
く
さ
ん
の
古

文
書
（
こ
も
ん
じ
ょ
）
の
う
ち
い
く
つ
か
を
お
借
り
し
て
き
た
。
こ
こ

に
二
つ
を
か
か
げ
て
、
そ
れ
に
つ
い
て
の
感
想
文
を
集
め
た
。
こ
う
い

う
作
文
は
そ
の
時
に
な
っ
て
き
ゅ
う
に
う
ま
く
書
こ
う
と
思
っ
て
も
そ

れ
は
で
き
な
い
。
日
ご
ろ
の
ほ
か
の
学
科
の
勉
強
、
特
に
歴
史
、
社
会

の
勉
強
が
し
っ
か
り
積
み
重
ね
ら
れ
て
い
な
け
れ
ば
よ
い
も
の
は
書
け

な
い
。
た
ら
な
い
と
こ
ろ
や
ま
ち
が
っ
て
い
る
と
い
う
な
ど
そ
れ
ぞ
れ

欠
点
は
あ
ろ
う
が
、
こ
う
い
う
も
の
に
対
し
て
も
は
っ
き
リ
自
分
の

物
言
い
が
で
き
る
こ
と
は
だ
い
じ
な
こ
と
だ
。
斎
藤
税
君
の
「
坂
道
」

は
、
古
文
書
に
出
て
く
る
環
境
に
現
に
住
ん
で
い
る
一
人
の
考
え
と
し

て
、
古
文
書
の
本
文
と
比
か
く
し
て
読
め
ば
、
い
ろ
い
ろ
参
考
に
な
る

と
思
う
。
新
村
が
山
屋
敷
を
開
い
た
の
は
は
た
し
て
徳
川
封
建
の
代
の

こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
山
に
古
井
や
古
墳
ら
し
い
も
の
が
あ
っ
た
り
す
る

の
を
見
れ
ば
、
そ
の
前
に
古
代
に
は
山
々
に
住
居
し
て
い
た
の
が
い
っ

た
ん
下
へ
お
り
、
さ
ら
に
山
に
移
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
へ
ん

も
、
も
っ
と
研
究
を
す
す
め
た
い
。
金
子
チ
ヨ
ノ
さ
ん
の
一
文
は
「
生

き
た
歴
史
」
と
も
言
う
べ
き
老
人
か
ら
の
聞
き
書
き
で 

あ
る
。
歴
史

の
採
集
で
あ
る
。
も
っ
と
も
っ
と
多
く
の
こ
と
を
聞
き
出
し
記
録
し
て

も
ら
っ
て
、
三
和
村
の
歴
史
研
究
の
素
材
と
し
た
い
も
の
だ
。

　

滋
賀
県
の
廿
日
市
中
学
校
で
は
中
学
生
が
町
の
歴
史
を
大
き
な
本
二

冊
に
作
り
あ
げ
て
世
の
人
を
驚
か
せ
た
。
三
和
村
の
歴
史
研
究
の
材
料

が
年
と
と
も
に
失
わ
れ
た
り
散
っ
た
り
す
る
の
は
残
念
だ
。
わ
れ
わ
れ

の
手
で
こ
ま
め
に
採
集
し
作
文
に
し
て
お
き
、
や
が
て
一
冊
の
「
三
和

村
の
歴
史
」
が
作
ら
れ
る
日
を
待
と
う
。
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土
の
具
体
物
を
用
い
た
歴
史
学
習
の
意
義
を
捉
え
て
い
た
様
子
が
明

ら
か
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
指
導
は
、
杉
浦
が
「
国
語
と
社
会
の
教

科
担
任（

（（
（

」
だ
っ
た
か
ら
こ
そ
で
き
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
、
杉
浦
は
、
中
学
校
の
「
国
語
」
教
師
で
あ
り
な
が
ら
、「
郷

土
ク
ラ
ブ
」
の
顧
問
と
し
て
、
生
徒
と
と
も
に
遺
跡
調
査
を
行
っ
て

い
た
こ
と
も
特
徴
的
で
あ
っ
た（

（（
（

。
以
下
、
杉
浦
の
指
導
し
た
三
和
中

「
郷
土
ク
ラ
ブ
」
の
生
徒
に
よ
る
作
文
「
土
器
」
を
紹
介
す
る
。
長

く
な
る
が
、
遺
跡
発
見
の
経
緯
や
、
調
査
過
程
を
示
す
重
要
な
資
料

で
あ
る
た
め
、
全
文
を
引
用
す
る
。
な
お
、
右
線
部
は
、
白
井
が
、

杉
浦
に
よ
る
指
導
の
様
子
が
表
さ
れ
て
い
る
部
分
に
引
い
た
。

資
料
五

　

三
和
中
『
年
間
作
文
』
Ⅲ
、
一
九
五
五
年
三
月
、
二
八
〜
三
一
頁

（
右
線
部
は
白
井
）

　
　

土
器

渡
辺　

久
恭
（
二
）

　

僕
と
広
二
君
と
あ
る
日
図
書
室
で
戸
棚
に
か
ざ
っ
て
あ
る
浅
井
君
の

持
っ
て
来
た
土
器
や
、
貝
吹
か
ら
出
た
の
や
い
ろ
い
ろ
な
土
器
を
見
て

い
た
。
広
二
君
が「
こ
ん
な
物
な
ら
岡
島
の
新
川
に
あ
っ
た
ぞ
」と
言
っ

た
の
で
、「
そ
れ
じ
ゃ
さ
が
し
に
行
く
か
」
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。

　

そ
の
日
三
人
で
西
の
川
、
新
川
に
さ
が
し
に
行
っ
た
。

　

こ
の
新
川
と
言
う
の
は
岡
島
の
西
を
流
れ
て
い
る
川
で
元
は
小
さ
な

小
川
で
そ
れ
を
大
き
く
し
て
石
垣
を
作
っ
た
の
で
川
の
は
ば
は
、
二
間

半
ぐ
ら
い
の
川
で
あ
る
。
行
っ
て
見
た
ら
び
っ
く
り
し
た
。
僕
は
せ
い

ぜ
い
二
つ
か
三
つ
し
か
拾
え
な
い
と
思
っ
て
い
た
が
と
て
も
沢
山
あ
っ

た
。
は
じ
め
川
の
土
手
の
上
を
さ
が
し
た
。
土
手
の
上
に
川
の
泥
が
上

げ
て
あ
る
の
で
、
そ
の
中
に
小
さ
な
か
け
ら
が
い
っ
ぱ
い
あ
っ
た
。
中

に
は
大
き
な
の
も
あ
っ
た
。
は
じ
め
小
さ
な
や
つ
も
拾
っ
て
い
た
が
、

し
ま
い
に
は
大
き
な
物
し
か
拾
わ
な
か
っ
た
。

　

今
度
は
川
の
土
手
の
反
対
の
方
に
行
っ
て
拾
っ
た
。
さ
が
し
て
い
る

と
よ
そ
の
お
じ
い
さ
ん
が
畑
を
お
こ
し
て
い
ら
れ
た
。
そ
の
お
じ
い
さ

ん
が
僕
達
の
拾
っ
て
い
る
の
を
見
て
、
そ
れ
を
ど
う
す
る
の
か
と
言
わ

れ
た
。
僕
達
は
学
校
へ
持
っ
て
行
く
と
答
え
た
。
そ
の
お
じ
い
さ
ん

は
「
ど
う
し
て
こ
ん
な
物
が
出
る
の
だ
の
う
」
と
い
わ
れ
た
。
お
ら
が

は
す
こ
し
も
こ
わ
れ
て
い
な
い
や
つ
を
二
つ
拾
っ
た
」
と
言
わ
れ
た
。

「
ち
ょ
う
ど
ひ
ょ
う
た
ん
の
よ
う
な
か
っ
こ
う
を
し
た
の
だ
」
と
言
わ

れ
た
。
酒
が
一
し
ょ
う
ぐ
ら
い
入
る
の
だ
そ
う
で
す
。
土
器
の
出
る
川

の
長
さ
は
七
〇
米
ぐ
ら
い
だ
。
今
度
は
川
の
水
の
中
に
入
っ
た
。
水
は

足
の
か
か
と
の
す
こ
し
上
ぐ
ら
い
の
深
さ
だ
っ
た
。

　

水
の
中
に
は
つ
ぼ
の
よ
う
な
物
が
た
く
さ
ん
あ
る
。
拾
っ
た
の
は
川

の
両
岸
に
出
し
て
か
た
め
て
お
い
た
。
は
じ
め
あ
ま
り
熱
心
に
や
っ
た

の
で
足
が
く
た
ぶ
れ
て
し
ま
っ
た
。
今
度
そ
の
ひ
ろ
っ
た
の
を
川
の
橋

へ
集
め
た
。
ひ
ろ
っ
た
の
は
い
ち
こ
に
二
は
い
ぐ
ら
い
入
る
だ
け
あ
っ

た
。
今
度
こ
の
川
か
ら
土
を
運
ん
だ
所
に
さ
が
し
に
行
っ
た
。
そ
こ
に

も
沢
山
あ
っ
た
。
拾
っ
た
物
を
今
度
ひ
と
ま
ず
川
か
ら
近
い
広
二
君
の

家
に
運
ん
だ
。

　

も
っ
て
行
く
時
は
そ
の
辺
に
「
む
し
ろ
」
の
片
は
し
が
落
ち
て
い
た

の
で
そ
れ
に
入
れ
て
運
ん
で
行
っ
た
。
そ
れ
へ
三
回
運
ん
だ
。
そ
の
あ

く
る
日
学
校
か
ら
帰
る
と
広
二
君
の
家
へ
行
っ
て
拾
っ
た
土
器
を
近

く
に
あ
る
貯
水
池
に
持
つ
て
行
っ
て
洗
っ
た
。
そ
の
日
杉
浦
敦
太
郎

先
生
が
お
い
で
な
い
の
で
持
っ
て
い
か
な
か
っ
た
。
そ
の
日
僕
の
家
ま

で
持
っ
て
来
て
置
い
た
。
土
器
を
入
れ
る
物
が
広
二
君
の
家
に
な
か
っ

た
の
で
、
む
つ
き
か
ご
に
入
れ
て
持
っ
て
来
た
。
あ
く
る
日
二
人
で
学

校
に
手
で
さ
げ
て
持
っ
て
行
っ
た
。
む
つ
き
か
ご
な
の
で
き
ま
り
が
悪

か
っ
た
。
土
器
を
豚
小
屋
に
入
れ
て
置
い
た
。
そ
れ
か
ら
今
度
杉
浦
先

生
を
よ
び
に
入
っ
た
。
先
生
が
お
い
で
て
見
て
も
ら
っ
た
ら
、
こ
れ
は
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古
い
物
だ
と
言
わ
れ
た
。
今
度
稲
垣
（
筆
者
注
：
元
南
山
大
学
稲
垣
晋

也
氏
）
と
い
う
人
に
土
器
が
た
ま
っ
た
か
ら
来
て
見
て
も
ら
う
か
な
と

言
わ
れ
た
。
先
生
は
こ
れ
を
図
書
室
の
戸
棚
に
入
れ
て
お
け
と
言
わ
れ

た
。
そ
の
日
は
僕
は
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
。
授
業
が
終
っ
て
か
ら
図

書
室
の
と
だ
な
に
入
れ
て
置
い
た
。

　

土
器
を
家
の
人
に
見
せ
た
ら
こ
ん
な
物
が
何
に
な
る
の
だ
と
言
わ
れ

た
。
父
は
別
と
し
て
、
祖
母
や
姉
は
あ
る
形
の
土
器
を
見
せ
た
ら
、
こ

れ
は
「
お
か
い
こ
」
を
か
う
時
の
こ
ん
ろ
の
や
つ
だ
と
言
わ
れ
た
。

　

す
こ
し
す
ぎ
て
僕
達
の
豚
当
番
の
時
、
杉
浦
先
生
が
今
日
岡
島
に
見

に
行
く
と
言
わ
れ
た
の
で
豚
当
番
の
者
は
み
ん
な
行
っ
た
。
そ
の
時
先

生
に
、
こ
の
辺
の
歴
史
を
聞
い
た
。
こ
の
辺
は
伝
説
に
よ
る
と
、
こ
こ

ら
が
い
ち
ば
ん
早
く
古
代
人
が
住
み
つ
い
た
の
だ
そ
う
で
す
。

　

あ
る
日
杉
浦
先
生
が
、
考
古
学
を
研
究
す
る
南
山
大
学
の
人
が
あ
し

た
行
く
か
ら
土
器
を
お
ま
え
の
家
に
ま
と
め
て
お
い
て
く
れ
と
言
わ
れ

た
。
学
校
に
は
形
の
大
き
な
い
い
や
つ
ば
か
り
持
っ
て
行
っ
て
、
ま
だ

悪
い
や
つ
が
広
二
君
の
家
に
沢
山
し
ま
っ
て
あ
る
、
そ
れ
を
僕
の
家
ま

で
持
っ
て
来
た
。

　

学
校
か
ら
帰
っ
て
し
ば
ら
く
す
る
と
先
生
と
稲
垣
と
い
う
人
と
お
い

で
た
。僕
は
早
速
し
ま
っ
て
あ
る
所
か
ら
、そ
の
人
の
所
へ
持
っ
て
行
っ

た
。
そ
の 

垣
と
い
う
人
は
や
せ
型
の
眼
鏡
を
か
け
た
人
で
顔
が
か
く

ば
っ
た
よ
う
な
人
で
あ
る
。
そ
の
人
は
こ
う
い
う
こ
と
を
研
究
し
て
い

ら
れ
る
の
で
小
さ
な
か
け
ら
を
見
て
も
こ
れ
は
元
は
こ
う
い
う
ふ
う
に

な
っ
て
い
て
こ
れ
が
、
こ
こ
に
あ
っ
て
そ
れ
が
、
こ
こ
が
と
い
う
ふ
う

に
地
面
に
絵
を
書
い
て
説
明
し
て
く
だ
さ
っ
た
。
こ
の
土
器
は
弥
生
式

の
土
器
で
中
期
と
後
期
に
あ
た
る
そ
う
で
す
。
古
さ
は
今
か
ら
約
二
千

年
前
ぐ
ら
い
だ
そ
う
で
す
。

　

そ
れ
か
ら
川
に
見
に
行
っ
た
。
自
転
車
で
行
っ
た
。
行
く
時
広
二
君

を
よ
ぼ
う
と
思
っ
て
家
に
い
っ
た
ら
い
な
か
っ
た
。
帰
る
時
広
二
君
は

今
日
川
に
土
器
を
拾
い
に
行
く
と
い
っ
た
か
ら
川
だ
な
と
思
っ
て
い
そ

い
で
川
に
行
っ
た
。
広
二
君
は
川
に
い
た
。
先
生
が
「
こ
や
岡
島
遺
せ

き
が
出
来
る
ぞ
」
と
言
わ
れ
た
。
土
を
も
り
上
げ
て
あ
る
中
に
土
器
の

破
片
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
。「
こ
の
川
の
中
の
土
は
ど
う
い
う
土
で
す

か
」
と
稲
垣
さ
ん
が
た
ず
ね
た
の
で
、
僕
達
は
川
の
中
に
入
っ
て
土
を

ほ
じ
く
っ
た
。
ね
ん
土
だ
っ
た
。
大
学
の
人
は
く
つ
下
を
ぬ
い
で
入
る

し
た
く
を
し
た
の
で
先
生
は
「
予
供
達
に
や
っ
て
も
ら
っ
た
ら
ど
う

だ
ね
」
と
い
わ
れ
た
ら
そ
の
人
は
「
自
分
で
や
っ
て
見
な
く
て
は
わ
か

ら
な
い
」
と
言
っ
て
川
の
中
へ
ざ
ぶ
ざ
ぶ
入
っ
て
こ
ら
れ
た
。
移
植
ご

て
見
た
い
な
物
で
川
の
土
を
ほ
じ
く
っ
て
、
た
ま
た
ま
土
の
に
お
い
を

か
い
で
見
ら
れ
た
。
ち
よ
っ
と
ほ
っ
た
だ
け
で
土
器
が
出
て
来
た
。
土

の
か
た
ま
り
を
か
ご
の
中
に
行
れ
て
置
か
れ
た
。
今
度
東
の
田
の
中
に

入
っ
て
移
植
ご
て
で
三
〇
セ
ン
チ
ぐ
ら
い
ほ
っ
た
ら
土
器
の
破
片
が
出

て
来
た
。
そ
し
て
「
こ
の
ぐ
ら
い
が
土
器
の
屑
だ
な
」
と
い
わ
れ
た
。

今
度
て
つ
ぼ
う
の
上
か
ら
、
ほ
っ
て
土
器
が
出
て
来
た
所
ま
で
の
高
さ

を
測
っ
た
。
一
米
ぐ
ら
い
あ
っ
た
。
は
っ
き
り
お
ぼ
え
て
い
な
い
。
雨

が
降
っ
て
来
た
の
で
や
め
て
帰
っ
て
来
た
。

　

家
の
者
は
は
じ
め
、
こ
ん
な
物
が
何
ん
だ
と
言
っ
て
い
た
が
「
今
で

は
、
こ
や
古
い
も
の
だ
な
ア
」
と
い
っ
て
ほ
め
て
い
る
。

　

学
校
で
豆
を
ま
い
て
い
る
時
、杉
浦
先
生
が『
岡
島
の「
さ
か
き
ば
ら
」

と
い
う
人
の
家
に
土
器
の
わ
れ
ん
や
つ
が
あ
る
そ
う
だ
で
借
り
て
こ
い

や
』
と
言
わ
れ
た
。
そ
れ
か
ら
先
生
が
今
日
南
山
大
学
の
人
が
言
わ
れ

た
土
器
の
話
を
わ
か
り
や
す
く
話
す
か
ら
ク
ラ
ブ
の
時
、
歴
史
を
聞
き

に
こ
い
と
言
わ
れ
た
。
ク
ラ
ブ
の
時
聞
き
に
行
っ
た
。
先
生
は
話
さ
れ

た
。
こ
の
西
三
河
は
石
器
時
代
の
遺
せ
き
は
あ
る
が
、
弥
生
式
時
代
の

土
器
は
と
て
も
少
い
け
れ
ど
今
度
岡
島
で
そ
の
弥
生
式
の
土
器
が
発
見

さ
れ
た
と
い
う
風
に
話
さ
れ
た
。
も
し
岡
島
の
土
器
の
出
る
所
を
ほ
っ

た
ら
、
き
っ
と
こ
う
い
う
物
が
出
る
だ
ろ
う
と
言
っ
て
黒
板
に
書
か
れ

た
。「
ど
う
た
く
」「
青
銅
器
に
絵
の
か
い
て
あ
る
物
」「
く
わ
」「
銅
の

や
じ
り（
マ
マ
）「
田
げ
た
」「
人
間
の
住
居
の
あ
と
」な
ど
と
書
か
れ
た
。

ま
た
あ
そ
こ
を
ほ
る
の
が
手
間
が
か
か
る
そ
う
で
す
。
ま
ず
土
器
の
出

る
ふ
き
ん
に
鉄
の
ぼ
う
を
入
れ
て
見
て
、
ぼ
う
に
、
ざ
く
ざ
く
と
土
器
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や
な
に
か
の
あ
た
る
所
を
深
く
、
ほ
そ
長
く
ほ
る
の
だ
そ
う
で
す
。
ほ

る
に
は
、
一
く
わ
で
十
セ
ン
チ
ぐ
ら
い
ず
つ
ほ
る
の
だ
そ
う
で
す
。
そ

れ
を
い
ち
い
ち
「
と
お
し
」
に
入
れ
て
中
に
な
に
か
入
っ
て
い
な
い
か
、

見
な
が
ら
掘
る
の
だ
と
言
わ
れ
た
。
費
用
は
五
万
円
ぐ
ら
い
か
か
る
そ

う
で
す
。
こ
の
土
器
は
登
呂
遺
跡
よ
り
も
古
い
の
だ
そ
う
で
す
。
そ
れ

か
ら
数
日
す
ぎ
て
か
ら
二
人
で
榊
原
さ
ん
の
家
に
き
き
に
行
っ
た
。
そ

こ
の
人
は
こ
う
い
わ
れ
た
。
そ
こ
の
家
に
は
三
つ
あ
っ
て
、
一
つ
は
わ

れ
て
い
て
残
り
の
二
つ
は
ど
う
も
な
っ
て
い
な
か
っ
た
。

　

そ
こ
の
家
が
「
お
し
ょ
う
つ
き
」
を
や
っ
て
、
そ
の
時
そ
の
家
の
人

が
こ
う
い
う
物
が
あ
る
と
言
っ
て
円
満
寺
と
い
う
寺
の
お
し
ょ
う
さ
ん

に
見
せ
た
ら
。
お
寺
さ
ん
は
こ
れ
は
い
い
も
の
が
あ
る
と
言
っ
て
そ
れ

を
く
だ
さ
い
と
言
っ
て
持
っ
て
行
か
れ
た
そ
う
だ
。
ほ
ん
と
う
に
お
し

い
こ
と
を
し
た
と
思
っ
た
。
そ
の
わ
れ
た
物
は
親
類
の
子
が
三
和
中
学

校
へ
持
っ
て
行
っ
た
と
言
わ
れ
た
。
し
ば
ら
く
た
っ
た
あ
る
日
、
先
生

が
川
に
あ
つ
め
て
あ
る
土
器
を
全
部
学
校
に
あ
つ
め
て
し
ま
う
か
な
と

言
わ
れ
た
。
僕
が
じ
ゃ
あ
し
た
持
っ
て
来
よ
う
か
な
と
言
っ
た
。
家
に

帰
る
と
自
転
車
で
夕
方
取
り
に
行
っ
た
。川
は
水
が
い
っ
ぱ
い
あ
っ
た
。

雨
に
川
の
そ
ば
の
道
が
洗
わ
れ
て
、
土
器
の
破
片
が
い
っ
ぱ
い
道
の
上

に
出
て
い
た
。
あ
つ
め
て
お
い
た
土
器
は
川
の
中
に
落
ち
て
し
ま
っ
て

あ
ま
り
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
川
の
て
い
ぼ
う
に
落
ち
て
い
る
土
器
の
か

け
ら
を
拾
っ
て
持
っ
て
来
た
。
そ
の
時
小
さ
な
炭
が
落
ち
て
い
た
。
土

器
の
中
が
黒
く
こ
げ
て
い
る
の
も
あ
る
。
土
器
を
あ
つ
め
て
家
に
持
っ

て
来
た
。
つ
ぎ
の
日
学
校
に
持
っ
て
行
っ
て
図
書
室
の
と
だ
な
に
入
れ

て
置
い
た
。

　

八
月
の
あ
る
日
、
南
山
大
学
の
人
が
あ
し
た
お
い
で
る
と
い
っ
て
来

た
の
で
学
校
へ
話
し
を
聞
き
に
行
っ
た
。
歴
史
の
ク
ラ
ブ
の
者
は
皆
ん

な
来
て
い
た
。
杉
浦
先
生
が
来
て
図
書
室
に
あ
る
土
器
を
理
科
室
に

持
っ
て
行
く
よ
う
に
と
言
わ
れ
た
。
そ
れ
か
ら
し
ば
ら
く
た
っ
て
杉
浦

先
生
と
稲
垣
と
い
う
人
と
二
人
で
入
っ
て
お
い
で
た
。
ま
ず
最
初
に
杉

浦
先
生
が
南
山
大
学
の
稲
垣
と
言
う
人
で
す
と
し
ょ
う
か
い
さ
れ
た
。

稲
垣
さ
ん
は
ま
ず
最
初
に
石
器
時
代
か
ら
弥
生
式
時
代
の
こ
と
に
つ
い

て
話
さ
れ
た
。
そ
れ
か
ら
、
つ
ぼ
、
か
め
、
の
話
を
く
わ
し
く
話
さ

れ
た
。
土
器
が
黒
く
な
っ
て
い
る
の
は
物
を
に
て
こ
げ
た
の
だ
と
言
わ

れ
た
。
昼
か
ら
室
場
へ
行
く
と
い
う
の
で
僕
達
は
弁
当
を
持
っ
て
来
な

か
っ
た
か
ら
パ
ン
を
買
っ
て
食
べ
た
。
昼
か
ら
室
場
に
行
く
つ
い
で
に

土
器
の
出
る
所
へ
よ
っ
て
行
っ
た
。
川
は
水
が
一
ぱ
い
だ
っ
た
。
稲
垣

さ
ん
の
所
へ
集
ま
っ
て
地
図
を
見
た
。
そ
の
と
き
話
さ
れ
た
。
こ
の
土

器
の
古
さ
は
約
今
か
ら
二
千
年
前
で
あ
る
。
昔
、
こ
こ
に
住
ん
で
い
た

人
々
は
日
常
使
っ
て
い
た
道
具
の
こ
わ
れ
た
の
を
こ
こ
に
す
て
た
の
で

あ
る
。
だ
か
ら
こ
の
付
近
を
ほ
れ
ば
、
き
っ
と
昔
住
ん
で
い
た
住
居
が

出
て
く
る
と
い
わ
れ
た
。
そ
れ
か
ら
室
場
へ
行
っ
た
。
稲
垣
さ
ん
が
役

場
へ
行
っ
て
し
ば
ら
く
た
つ
と
、
役
場
の
人
が
出
て
来
て
戸
を
あ
け
て

く
れ
た
。
入
っ
て
い
る
所
は
室
場
の
土
地
改
良
の
事
務
所
で
あ
る
。
そ

こ
に
あ
る
土
器
は
数
は
少
い
け
れ
ど
形
が
完
全
で
あ
っ
た
。
こ
の
土
器

も
川
を
大
き
く
す
る
時
に
出
た
の
だ
そ
う
で
す
。
出
た
場
は
二
ヵ
（
マ

マ
）
で
出
た
の
だ
そ
う
で
す
。
出
る
所
は
砂
だ
っ
て
、
そ
こ
に
よ
し
の

根
が
あ
っ
て
川
を
大
き
く
す
る
時
根
が
た
い
へ
ん
役
だ
っ
た
と
い
わ
れ

た
。
そ
の
時
に
土
器
の
ほ
か
に
「
木
の
す
き
」
が
出
て
来
た
そ
う
で
す
。

そ
の
ほ
か
木
の
物
が
出
て
来
た
そ
う
で
す
。
そ
の
す
き
は
学
芸
大
学
の

人
が
持
っ
て
行
か
れ
た
そ
う
で
す
。
お
宮
に
す
こ
し
も
、
わ
れ
て
い
な

い
の
が
あ
る
か
ら
持
っ
て
来
ま
し
ょ
う
と
言
っ
て
取
り
に
行
か
れ
た
。

そ
の
あ
い
だ
に
土
器
の
出
た
と
い
う
所
に
行
く
こ
と
に
し
た
。
そ
こ
の

川
も
水
が
い
ぱ
い
（
マ
マ
）
だ
っ
た
。

　

僕
達
は
そ
こ
で
土
器
を
さ
が
し
た
が
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
。
そ
こ
も

一
米
ぐ
ら
い
ほ
っ
た
ら
土
器
が
出
て
来
た
の
だ
そ
う
で
す
。
そ
こ
の
川

で
小
さ
い
子
供
が
魚
を
つ
か
ん
で
い
た
。
今
度
は
も
う
一
つ
の
所
に
土

器
が
出
た
と
い
う
所
へ
行
た
（
マ
マ
）。
そ
こ
の
川
も
水
が
一
ぱ
い
だ
。

土
器
は
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
。
そ
こ
へ
行
っ
た
ら
も
う
役
場
の
人
は

持
っ
て
き
て
お
ら
れ
た
。
そ
れ
は
つ
ぼ
で
す
こ
し
も
破
れ
て
い
な
か
っ

た
。
こ
れ
を
青
年
団
が
花
立
に
使
っ
て
い
た
の
だ
そ
う
で
す
。
そ
の
役
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の
特
徴
と
し
て
あ
っ
た（

（（
（

。
杉
浦
実
践
の
場
合
、
戦
後
生
活
綴
方
教
育

実
践
の
中
で
、
地
域
の
遺
跡
調
査
が
取
り
組
ま
れ
て
お
り
、
調
査
内

容
を
生
徒
に
作
文
と
し
て
綴
ら
せ
て
い
た
こ
と
に
、
そ
の
独
自
性
が

あ
っ
た
と
い
え
る
。

　

以
下
、
杉
浦
に
よ
る
岡
島
遺
跡
に
関
す
る
知
見
が
示
さ
れ
て
い
る

部
分
を
示
す
。
な
お
、
右
線
部
は
、
白
井
が
、
岡
島
遺
跡
の
性
格
を

表
し
て
い
る
部
分
に
引
い
た
。

資
料
六

　

三
和
中
『
年
間
作
文
』
Ⅲ
、
一
九
五
五
年
三
月
、
三
一
〜
三
二
頁

　

資
料
六
か
ら
は
、「
こ
の
辺
、
一
体
に
部
落
が
あ
っ
た
と
思
い
ま

す
。」
と
い
う
よ
う
に
、
杉
浦
が
地
域
の
歴
史
に
も
詳
し
い
国
語
教

師
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
西
尾
の
人
物
誌
の
中
で
も
、杉
浦
は
、

　

資
料
五
に
記
録
さ
れ
て
い
る
の
は
、
三
和
中
「
郷
土
ク
ラ
ブ
」
に

よ
る
岡
島
遺
跡
（
西
尾
市
・
環
濠
を
め
ぐ
ら
し
た
矢
作
川
下
流
域
最

大
規
模
の
弥
生
集
落
）
の
発
見
と
調
査
の
経
緯
で
あ
る
。「
先
生
が

『
こ
や
岡
島
遺
せ
き
が
出
来
る
ぞ
』
と
言
わ
れ
た
。」
と
あ
る
よ
う
に
、

遺
跡
を
発
見
し
た
感
動
と
、
教
師
と
生
徒
が
一
緒
に
な
っ
て
地
域
の

歴
史
を
正
確
に
記
録
し
よ
う
と
す
る
姿
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。ま
た
、

「
先
生
が
川
に
あ
つ
め
て
あ
る
土
器
を
全
部
学
校
に
あ
つ
め
て
し
ま

う
か
な
と
言
わ
れ
た
。」
と
い
う
よ
う
に
、
出
土
し
た
遺
物
を
大
切

に
保
存
し
て
い
た
様
子
も
伺
え
る
。『
愛
知
県
史
』
に
よ
れ
ば
、「
こ

れ
ら
の
資
料
の
多
く
は
杉
浦
敦
太
郎
お
よ
び
市
立
三
和
中
学
校
（
当

時
、
現
東
部
中
学
校
）
の
生
徒
に
よ
り
採
集
さ
れ
、
同
中
学
校
に
保

管
さ
れ
た（

（（
（

。」
と
さ
れ
て
い
る
。

　

一
九
五
〇
年
代
の
愛
知
県
下
の
戦
後
郷
土
教
育
実
践
の
中
で
は
、

三
和
中
「
郷
土
ク
ラ
ブ
」
の
活
動
と
同
様
に
、
教
師
と
生
徒
が
共
に

遺
跡
調
査
を
行
い
、
郷
土
の
歴
史
認
識
を
深
め
て
い
た
こ
と
が
一
つ

場
の
人
は
と
て
も
親
切
な
人
で
し
た
。
稲
垣
さ
ん
は
、
そ
の
人
に
土
器

の
こ
と
に
つ
い
て
こ
う
い
わ
れ
た
。
こ
の
土
器
は
た
い
へ
ん
ね
う
ち
が

あ
る
で
だ
い
じ
に
し
ま
っ
て
お
く
よ
う
に
と
、
そ
れ
か
ら
土
器
は
そ
の

出
た
所
を
書
い
て
土
器
に
は
っ
て
置
く
と
い
い
と
い
わ
れ
た
。
稲
垣
さ

ん
お
よ
び
皆
ん
な
は
役
場
の
人
に
礼
を
い
っ
て
わ
か
れ
た
。
今
度
は
平

原
の
石
器
時
代
の
遺
せ
き
を
見
に
行
く
の
だ
が
僕
は
日
が
暑
く
て
頭
が

痛
か
っ
た
の
で
わ
か
れ
て
家
に
帰
っ
た
。

　

杉
浦
先
生
が
お
い
で
な
か
っ
た
の
は
残
念
だ
っ
た
。
先
生
の
家
は
葬

式
で
昼
ま
で
お
い
で
て
か
え
っ
て
行
か
れ
た
。

　
　

僕　

の　

考　

え

　

岡
島
も
土
器
の
出
る
所
は
地
上
か
ら
約
一
米
で
室
場
も
約
一
米
、
こ

れ
か
ら
考
え
る
と
同
じ
こ
ろ
に
、
こ
の
辺
、
一
帯
に
部
落
が
あ
っ
た
と

思
い
ま
す
。
石
器
時
代
の
人
が
進
ん
で
弥
生
に
な
る
。
弥
生
式
の
時
代

で
は
稲
を
作
っ
て
主
食
に
し
て
い
る
と
思
う
。今
ま
で
は
、肉
類
、あ
わ
、

き
び
、
ひ
え
、
こ
れ
ら
は
山
の
場
所
に
も
出
来
る
。
し
か
し
稲
は
ち
が

う
、
水
が
な
け
れ
ば
出
来
な
い
。
そ
れ
で
稲
は
水
が
必
要
だ
。
そ
れ
で

里
に
お
り
て
来
て
田
を
開
く
、
す
る
と
食
物
の
安
定
が
つ
く
の
で
狩
り

は
あ
ま
り
し
な
く
て
も
い
い
の
で
沼
地
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
な
ぜ
か
と

い
う
と
室
場
の
土
器
の
出
た
所
か
ら
よ
し
が
出
て
来
た
の
で
よ
し
の
あ

る
沼
地
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
沼
地
を
切
り
拓
い
て
田
を
作
り
、
こ
こ

で
米
が
よ
く
出
来
る
と
、
そ
こ
ら
じ
ゅ
う
か
ら
集
ま
っ
て
来
る
。
一
つ

の
部
落
が
出
来
る
。
つ
か
っ
て
い
た
物
が
こ
わ
れ
る
と
、
そ
れ
を
皆
ん

な
一
所
へ
す
て
る
の
で
そ
こ
か
ら
土
器
が
た
く
さ
ん
出
て
く
る
。
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「
生
徒
に
郷
土
の
歴
史
を
調
べ
さ
せ
た
り
、
古
老
か
ら
民
俗
の
聞
き

取
り
を
さ
せ
、
さ
ら
に
実
地
調
査
を
し
て
、
そ
れ
を
作
文
に
書
か
せ

る
と
い
う
手
法
を
と
っ
た
。
そ
う
し
た
中
で
自
ら
も
岡
島
遺
跡
の
調

査
研
究
な
ど
を
し
、
考
古
学
に
は
造
詣
が
深
か
っ
た（

（（
（

」
と
述
べ
ら
れ

て
い
る
。

　

以
上
よ
り
、
杉
浦
実
践
に
つ
い
て
、
次
の
二
つ
の
特
徴
を
指
摘
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

　

第
一
に
、
杉
浦
実
践
の
中
で
は
、「
郷
土
ク
ラ
ブ
」
に
よ
る
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
の
活
動
を
通
し
て
、
教
師
と
生
徒
が
一
緒
に
な
っ
て
地

域
の
歴
史
研
究
に
取
り
組
み
、
古
文
書
や
弥
生
土
器
と
い
っ
た
郷
土

の
具
体
物
に
触
れ
る
こ
と
を
通
じ
て
、
地
域
の
歴
史
認
識
を
深
め
て

い
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
に
よ
り
、「
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
は
、

無
意
識
の
う
ち
に
ク
ラ
ブ
員
に
対
し
て
実
証
主
義
的
な
視
点
を
植
え

付
け
て
い
き
ま
し
た（

（（
（

」
と
い
っ
た
成
果
が
現
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

第
二
に
、
杉
浦
が
、「
国
語
と
社
会
の
教
科
担
任
」
と
し
て
、
地

域
に
お
け
る
古
文
書
の
読
解
や
、
古
老
へ
の
聞
き
取
り
調
査
、
遺
跡

調
査
を
行
わ
せ
、
そ
の
内
容
を
作
文
に
綴
ら
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
生

徒
の
歴
史
認
識
を
育
ん
で
い
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
の
背
景
に

は
、「
皇
国
史
観
か
ら
解
放
さ
れ
た
戦
後
の
自
由
な
歴
史
観
の
中
で

地
域
の
史
・
資
料
を
自
ら
の
手
で
調
べ
、
そ
れ
を
基
に
し
て
地
域
史

像
を
組
み
立
て
て
い
く
方
法（

（（
（

」
を
意
識
的
に
活
用
し
て
い
た
杉
浦
の

考
え
が
あ
っ
た
。

　

し
た
が
っ
て
、
杉
浦
実
践
は
、
地
域
の
歴
史
研
究
を
通
じ
た
「
調

べ
る
綴
方（

（（
（

」
実
践
で
あ
っ
た
と
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

と
り
わ
け
、
杉
浦
実
践
で
は
、
地
域
の
歴
史
研
究
が
ま
ず
重
視
さ

れ
、そ
の
体
験
し
た
内
容
を
作
文
と
し
て
綴
ら
せ
る
と
い
う
方
法
で
、

生
徒
の
歴
史
認
識
を
深
め
て
い
た
点
に
独
自
性
が
存
在
し
て
い
た
と

論
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。

四
、
牧
富
也
の
「
調
べ
る
綴
方
」
実
践

　

次
に
、
こ
れ
ま
で
論
じ
て
き
た
杉
浦
の
考
え
を
引
き
継
ぎ（

（（
（

、
愛
知

県
西
尾
幡
豆
地
方
に
お
い
て
戦
後
生
活
綴
方
教
育
実
践
に
取
り
組
ん

で
い
た
代
表
的
な
も
う
一
人
の
教
師
が
、
牧
富
也
（
一
九
二
七
―

二
〇
一
三
年
）
で
あ
っ
た
。
牧
も
ま
た
、
愛
作
教
の
活
動
に
関
わ
っ

た
人
物
で
あ
り
、
愛
知
県
西
尾
幡
豆
地
方
を
代
表
す
る
戦
後
の
生
活

綴
方
教
師
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

一
九
五
〇
年
代
の
愛
知
県
三
河
地
方
に
お
け
る
意
欲
的
な
生
活

綴
方
教
師
た
ち
に
と
っ
て
課
題
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
、「
文
集

の
あ
り
か
た
、
文
集
の
教
室
で
の
生
か
し
か
た（

（（
（

」
で
あ
っ
た
と
い

う
。
そ
う
し
た
問
題
を
捉
え
、
各
学
校
で
『
学
校
文
集
』
の
刊
行

が
企
図
さ
れ
、
そ
の
ト
ッ
プ
を
切
っ
た
の
が
西
尾
中
の
学
校
文

集
『
イ
ト
ス
ギ
』
第
一
号
（
一
九
五
一
年
二
月
）
で
あ
っ
た
。
そ

の
中
で
も
、
第
三
号
（
一
九
五
四
年
三
月
）
に
掲
載
さ
れ
た
、
牧
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の
指
導
し
た
共
同
研
究
『
伊
藤
部
落
の
実
態
調
査
』
は
、「
調
査
研

究
記
録
の
先
駆
的
作
品
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
た（

（（
（

」
と
さ
れ
て
い 

る
。

　

以
下
、
共
同
研
究
『
伊
藤
部
落
の
実
態
調
査
』
の
全
文
を
示
す
。

な
お
、
右
線
部
は
、
白
井
が
、
調
査
の
経
過
が
記
さ
れ
て
い
る
部
分

に
引
い
た
。

資
料
七

　

西
尾
中『
イ
ト
ス
ギ
』第
三
号
、一
九
五
四
年
三
月
、二
一
〜
二
三
頁

（
右
線
部
は
白
井
）

　

共
同
研
究
『
伊
藤
部
落
の
実
態
調
査
』
か
ら

二
の
七　
　
　

野
村　

陽
子

二
の
八　
　
　

本
多　

正
子

　

私
た
ち
は
夏
休
、
伊
藤
部
落
へ
行
っ
て
、「
新
し
い
農
機
具
、
農
薬

は
ど
の
よ
う
に
農
村
に
役
立
っ
て
い
る
か
―
伊
藤
部
落
の
実
態
調
査
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
共
同
研
究
を
し
た
。
夏
休
一
ぱ
い
か
か
っ
て
農
家

十
一
軒
を
訪
問
し
た
。
こ
の
調
査
の
結
果
を
ま
と
め
た
。
そ
れ
が
原
稿

用
紙
に
六
十
五
枚
と
図
表
七
枚
と
に
な
っ
た
。
項
目
だ
け
書
く
と

　

一
、
な
ぜ
調
査
を
思
い
立
つ
た
か 

　

二
、
計
画
は
ど
ん
な
に
立
て
た
か

　

三
、
伊
藤
部
落
へ

　

四
、
調
査
メ
モ
。
二
反
、
四
反
、
五
反
、
六
反
、
八
反
、
九
反
、

　
　
　

一
町
一
反　

一
町
三
反
、
一
町
五
反
、
一
町
八
反
、

　
　
　

二
町
六
反
の
十
一
軒
の
家
。

　

五
、
図
表
を
ま
と
め
る
。

　

六
、
図
表
を
ま
と
め
て
。

　
　
　

第
一
、
二
、
三
、
四
、
五
、
六
、
七
の
各
表
に
つ
い
て
。

　

七
、 

調
査
を
お
え
て
考
え
た
こ
と

と
い
う
ふ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　

調
査
を
終
っ
て
考
え
た
こ
と

　

ど
う
し
て
こ
ん
な
に
お
百
姓
の
こ
と
が
調
べ
た
く
な
っ
た
の
か
わ
か

ら
な
い
が
、
今
ま
で
家
の
中
に
引
込
ん
で
ば
か
り
い
た
私
た
ち
に
と
っ

て
、
実
際
の
社
会
が
す
こ
し
で
も
わ
か
っ
た
よ
う
な
気
が
す
る
。
そ
れ

に
こ
う
い
う
こ
と
は
多
分
、
中
学
時
代
に
し
か
勉
強
出
来
な
い
も
の
だ

と
思
う
の
で
、夏
休
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
を
か
け
て
も
お
し
く
は
な
い
。

む
し
ろ
夏
休
で
な
け
れ
ば
や
れ
な
い
こ
と
を
実
際
に
行
っ
て
、
今
ま
で

で
一
番
よ
い
一
月
間
だ
と
思
っ
て
い
る
。
た
だ
す
こ
し
お
し
い
こ
と
に

普
通
よ
り
進
み
す
ぎ
た
部
落
だ
っ
た
の
で
、
も
う
少
し
進
ん
で
い
な
い

普
通
の
百
姓
の
こ
と
の
方
が
い
い
と
思
っ
た
。
そ
れ
に
も
う
少
し
つ
っ

こ
ん
で
考
え
た
い
と
思
っ
た
。
そ
れ
で
一
つ
一
つ
に
つ
い
て
も
っ
と
く

わ
し
く
考
え
て
み
る
こ
と
に
し
た
。

　
　

一
、「
百
姓
根
性
」
に
つ
い
て

　

私
た
ち
は
調
査
の
前
か
ら
「
お
百
姓
は
聞
い
て
も
余
り
教
え
て
く
れ

な
い
。」
と
思
っ
て
い
た
。
そ
し
た
ら
や
っ
ぱ
り
「
百
姓
根
性
」
と
い

う
も
の
が
、
あ
ら
ゆ
る
方
面
に
あ
ら
わ
れ
て
来
た
。
私
た
ち
が
聞
い
て

も
「
こ
の
調
査
は
ど
う
す
る
の
だ
。」
と
か
「
よ
そ
の
と
一
し
ょ
に
し

と
い
て
や
。」「
機
械
な
ん
か
し
ゃ
れ
た
も
ん
で
、
ほ
ん
な
も
ん
な
ん
か

役
に
立
ち
や
へ
ん
が
あ
。」
そ
れ
か
ら
聞
い
て
も
余
り
答
え
て
く
れ
な

い
人
。
又
見
栄
を
は
っ
て
よ
い
こ
と
ば
を
使
う
人
。
機
械
を
持
っ
て
い

る
人
は
ほ
ら
を
ふ
く
よ
う
な
こ
と
を
い
い
、
持
っ
て
い
な
い
人
は
「
機

械
な
ん
か
」
と
い
っ
て
持
っ
て
い
る
入
を
け
な
す
。
私
た
ち
は
ま
ず
村

が
団
結
し
て
い
く
の
に
心
が
一
つ
に
な
ら
な
く
て
は
だ
め
だ
と
思
う
の

に
互
に
け
な
し
合
っ
て
い
る
の
だ
。
賙
査
し
て
い
く
う
ち
に
気
の
つ
い

た
こ
と
だ
が
、
金
持
ち
の
家
は
だ
ん
だ
ん
金
持
ち
に
、
貧
乏
な
家
は
だ

ん
だ
ん
貧
乏
に
な
っ
て
い
く
よ
う
に
感
じ
ら
れ
て
な
ら
な
い
。
そ
し
て

田
畑
を
多
く
作
っ
て
い
い
、
く
ら
し
を
し
て
い
る
人
た
ち
は
「
百
姓
根

性
」
が
目
立
た
ず
、
反
数
の
少
な
い
人
た
ち
の
方
が
ど
う
も
目
立
つ
こ
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と
に
気
づ
い
た
。

　

一
体
な
ぜ
こ
ん
な
い
や
な
「
百
姓
根
性
」
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
の

だ
ろ
う
か
。

　

戦
後
、
自
分
の
家
の
田
畑
を
正
直
に
い
っ
た
人
が
供
出
が
多
く
、
う

そ
を
い
っ
て
反
数
を
か
く
し
た
人
が
供
出
が
少
い
。
又
供
出
と
税
金
と

に
せ
め
ら
れ
た
時
が
あ
っ
た
そ
う
だ
。
そ
れ
が
よ
そ
の
家
ば
か
り
苦
に

し
て
い
る
農
民
に
し
た
。
し
か
し
今
に
始
っ
た
こ
と
で
は
な
い
。
五
公

五
民
と
い
っ
た
時
代
の
百
姓
、
上
か
ら
お
し
つ
け
ら
れ
た
時
の
よ
う
な

あ
き
ら
め
と
ひ
く
つ
な
考
え
方
が
文
明
の
進
ん
で
今
で
も
ま
だ
残
っ
て

い
る
の
だ
。
町
の
者
に
対
し
た
り
、
調
べ
が
あ
っ
た
り
す
る
と
変
な
顔

を
し
て
し
ま
う
の
だ
。
女
子
は
ま
た
女
子
で
、
家
計
の
く
り
ま
わ
し
を

し
て
細
か
い
こ
と
ま
で
や
る
の
で
、
自
然
に
け
ら
け
ら
し
て
用
心
深
い

性
格
が
出
る
の
だ
。
そ
し
て
皆
自
分
の
家
を
ま
も
る
こ
と
だ
け
し
か
考

え
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。

　

し
か
し
、
今
こ
の
部
落
で
は
、
若
い
青
年
た
ち
が
集
ま
っ
て
四
Ｈ
ク

ラ
ブ
を
作
り
、
土
の
研
究
を
し
た
り
新
し
い
機
械
を
取
り
入
れ
よ
う
と

し
て
研
究
し
た
り
し
て
い
る
。
こ
ん
な
こ
と
は
昔
は
な
か
っ
た
に
ち
が

い
な
い
。
そ
し
て
農
業
協
同
組
合
な
ど
も
余
り
活
発
で
は
な
い
が
、
皆

で
利
用
し
合
っ
て
い
け
ば
「
新
し
い
村
の
少
年
た
ち
」
に
書
い
て
あ
る

よ
う
な
す
ば
ら
し
い
村
が
生
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
私
た
ち
の

ク
ラ
ス
の
よ
う
に
、
皆
が
か
く
さ
ず
話
し
合
っ
て
い
け
る
よ
う
に
し
た

い
も
の
だ
と
思
う
。

　
　

二
、
て
ん
ぴ
に
つ
い
て

　

調
査
し
た
十
一
軒
の
う
ち
、
て
ん
ぴ
を
使
っ
て
い
な
か
っ
た
の
は
二

軒
だ
け
だ
っ
た
。
て
ん
ぴ
と
は
畳
一
畳
位
の
大
き
さ
の
も
の
で
屋
根
に

と
り
つ
け
、夏
の
太
陽
熱
を
利
用
し
て
風
呂
水
を
わ
か
す
も
の
で
あ
る
。

私
た
ち
が
び
っ
く
り
し
た
の
は
、
と
い
が
落
ち
家
が
た
お
れ
そ
う
な
所

で
さ
え
て
ん
ぴ
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
。
経
済
に
困
っ
て
い
る

よ
う
な
家
で
も
、
ま
だ
町
で
も
使
わ
れ
て
い
な
い
一
万
三
千
円
も
す
る

て
ん
ぴ
を
使
う
の
は
な
ぜ
だ
ろ
う
か
。

　

夏
の
間
は
、
た
だ
く
み
上
げ
て
お
け
ば
太
陽
熱
で
う
め
な
く
て
は
入

れ
な
い
く
ら
い
に
熱
く
な
る
の
で
た
き
ぎ
が
い
ら
な
い
。
そ
れ
に
田
の

草
を
取
っ
た
り
す
る
と
帰
り
が
七
時
頃
に
な
る
の
で
、
た
き
ぎ
を
も
や

す
ひ
ま
が
な
い
。
こ
ん
な
時
、
汗
に
な
っ
た
お
百
姓
に
は
、
大
変
便
利

だ
。
て
ん
ぴ
を
使
う
前
は
、
蚕
を
飼
っ
て
い
る
家
で
は
、
桑
を
も
や
し

た
り
、
わ
ら
を
も
や
し
て
い
た
そ
う
だ
。
と
こ
ろ
が
わ
ら
は
牛
の
え
さ

や
堆
肥
に
な
る
。
と
く
に
新
し
い
農
機
具
を
使
う
よ
う
に
成
る
と
、
牛

を
飼
う
家
が
多
く
な
る
の
で
、
わ
ら
は
え
さ
に
ど
う
し
て
も
い
る
。
そ

れ
で
は
祭
は
ど
う
か
。
社
会
科
教
科
書
の
四
五
頁
に
は
「
生
糸
の
輸
出

高
と
桑
園
面
積
の
変
動
」
と
い
う
題
の
折
れ
線
グ
ラ
フ
が
出
て
い
る
。

み
る
と
一
九
四
二
年
（
昭
和
一
七
年
）
か
ら
急
に
桑
園
も
輸
出
も
最
も

多
い
時
と
比
較
す
る
と
三
分
の
一
以
下
に
な
っ
て
い
る
。
一
六
年
末
に

は
太
平
洋
戦
争
に
な
っ
た
の
で
、
そ
れ
ま
で
ア
メ
リ
カ
が
生
糸
を
買
っ

て
い
た
の
が
な
く
な
っ
た
か
ら
だ
。
そ
し
て
こ
の
部
落
で
も
、
食
糧
増

産
と
い
う
こ
と
で
ほ
と
ん
ど
苧
畑
に
変
え
ら
れ
た
の
だ
そ
う
だ
。
桑
は

新
し
い
枝
と
葉
を
出
さ
せ
る
た
め
に
毎
年
切
る
の
だ
そ
う
だ
が
、
そ
の

切
ら
れ
た
枝
が
と
て
も
い
い
た
き
も
の
に
な
る
の
だ
そ
う
だ
。
以
前
は

こ
れ
を
風
呂
に
く
べ
て
い
た
わ
け
だ
。
今
桑
が
な
く
な
っ
た
か
ら
と
い

つ
て
、
高
い
た
き
ぎ
を
買
う
の
は
、
現
金
収
入
の
少
い
農
家
で
は
大
変

だ
。
こ
ん
な
わ
け
で
、
太
陽
熱
利
用
の
て
ん
ぴ
は
ち
ょ
う
ど
農
家
の
願

い
に
か
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
あ
る
有
力
な
農
家
が
始
め
に
て
ん
ぴ
を
と
り
つ
け
た
と
す

る
。
そ
の
人
が
自
分
の
家
は
こ
ん
な
い
い
こ
と
を
し
て
い
る
と
自
ま
ん

す
る
と
、
み
ん
な
が
ま
ね
を
す
る
。
し
ま
い
に
は
や
ら
な
い
つ
も
り
の

家
ま
で
、自
分
の
家
だ
け
や
ら
な
い
と
気
が
ひ
け
る
よ
う
な
気
が
し
て
、

見
栄
で
や
る
と
い
う
こ
と
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
し
か
し
、

よ
い
こ
と
な
ら
そ
れ
で
も
よ
い
と
思
う
。

　

部
落
を
ま
わ
っ
た
時
、
青
年
に
き
い
た
り
、
四
Ｈ
ク
ラ
ブ
を
作
っ
て

い
る
青
年
た
ち
で
、
て
ん
ぴ
は
い
い
と
い
う
こ
と
を
さ
か
ん
に
宣
伝
し
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資
料
七
か
ら
は
、「
夏
休
一
ぱ
い
か
か
っ
て
農
家
十
一
軒
を
訪
問

し
た
。」「
社
会
科
教
科
書
の
四
五
頁
に
は
『
生
糸
の
輸
出
高
と
桑
園

面
積
の
変
動
』
と
い
う
題
の
折
れ
線
グ
ラ
フ
が
出
て
い
る
。」
と
い

う
よ
う
に
、
牧
が
、
農
家
へ
の
聞
き
取
り
調
査
や
社
会
科
教
科
書
の

活
用
な
ど
を
指
導
し
て
、
地
域
の
農
業
の
実
態
調
査
を
行
っ
た
様
子

が
わ
か
る
。
ま
た
、「
百
姓
根
性
」
や
「
て
ん
ぴ
」
と
い
っ
た
地
域

に
お
け
る
前
近
代
的
な
意
識
、
農
機
具
の
導
入
と
い
っ
た
農
業
問
題

た
の
だ
そ
う
だ
。

　

伊
藤
は
土
地
の
悪
い
所
だ
。
高
低
が
あ
っ
て
、
田
が
だ
ん
だ
ん
に

な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
水
を
や
っ
て
も
も
る
し
、
肥
え
を
や
っ
て
も

も
ど
っ
て
し
ま
う
の
で
、
普
通
一
反
で
九
俵
と
れ
る
の
に
六
俵
し
か
と

れ
な
い
。
で
も
幸
な
こ
と
に
、
農
業
を
一
生
懸
命
考
え
て
、
少
し
で
も

よ
く
し
よ
う
と
し
て
い
る
人
が
か
な
り
多
く
い
る
の
で
、
こ
の
人
た
ち

の
手
に
よ
っ
て
、
こ
の
部
落
は
ど
ん
な
場
合
に
も
一
つ
進
ん
だ
農
業
を

す
る
で
あ
ろ
う
。

　

夏
休
中
か
か
っ
て
こ
ん
な
研
究
し
か
や
れ
な
か
っ
た
の
か
と
笑
わ
れ

る
か
も
知
れ
な
い
が
、
私
た
ち
に
と
っ
て
は
二
年
生
で
一
番
良
い
思
い

出
に
な
る
じ
ゃ
な
い
か
と
思
っ
て
い
る
。

写真2 『イトスギ』
1,2号（1951・1952年）

を
取
り
上
げ
、
そ
の
よ
う
な
地
域
の
課
題
を
、
調
査
研
究
を
通
じ
て

明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
も
窺
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、
牧
実

践
で
は
、
生
徒
に
地
域
の
農
業
の
実
態
調
査
を
行
わ
せ
、
地
域
の
農

業
問
題
に
対
す
る
考
え
を
作
文
と
し
て
綴
ら
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
そ

の
解
決
に
つ
な
が
る
歴
史
認
識
を
深
め
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
た
の

で
あ
る（

（（
（

。

　

ま
た
、
資
料
七
の
作
文
の
作
者
が
二
人
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
示
さ

れ
る
よ
う
に
、
二
人
の
生
徒
が
夏
休
み
の
共
同
研
究
と
し
て
、
ペ
ア

で
学
習
を
進
め
て
い
る
様
子
も
特
徴
的
で
あ
っ
た
。
こ
の
指
導
の
経

緯
に
つ
い
て
、
牧
は
、「
杉
浦
敦
太
郎
の
助
言
を
得
て
牧
が
二
人
の

女
生
徒
と
試
み
た
調
査
で
あ
る
」
と
し
て
、「
二
年　

野
村
陽
子　

本
多
正
子
が
、
今
井
誉
次
郎
の
『
新
し
い
村
の
少
年
た
ち
』（
筆
者

注
：
学
校
図
書
館
文
庫
、
一
九
五
一
年
）
を
読
ん
で
感
動
し
、
ひ
と

夏
、
西
尾
市
伊
藤
部
落
に
は
い
り
こ
ん
で
行
っ
た
農
村
調
査
の
記
録

で
、
本
文
四
〇
〇
字
原
稿
用
紙
六
十
五
枚
、
調
査
用
紙
二
十
枚
、
図

表
七
枚
、
農
機
具
な
ど
の
写
生
二
〇
枚
に
お
よ
ぶ
大
作
で
あ
る（

（（
（

」
と

述
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
牧
は
、
杉
浦
の
助
言
を
受
け
な
が
ら
、

女
子
生
徒
二
人
と
共
に
調
査
に
取
り
組
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。
戦
前

期
に
お
け
る
「
調
べ
る
綴
方
」
の
指
導
が
、「
集
団
的
な
調
査
・
共

同
制
作
の
方
法
で
実
践
さ
れ
て
い
た（

（（
（

」
こ
と
に
も
共
通
す
る
教
育
方

法
で
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。

　

こ
う
し
た
牧
実
践
の
背
景
に
は
、
戦
前
・
戦
後
を
通
じ
て
愛
知
県
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三
河
地
域
に
お
け
る
生
活
綴
方
教
育
の
リ
ー
ダ
ー
的
教
師
で
あ
っ
た

後
藤
金
好
の
影
響
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
も
見
逃
せ
な
い
。
当
時
、

西
尾
中
の
校
長
で
あ
っ
た
後
藤
は
、『
イ
ト
ス
ギ
』
の
刊
行
に
際
し

て
、「
ほ
ん
と
う
に
よ
い
文
と
い
う
も
の
は
、
た
だ
ペ
ン
の
先
で
書

か
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
目
に
よ
っ
て
、
耳
に
よ
っ
て
、
頭
に
よ
っ

て
、手
に
よ
っ
て
、足
に
よ
っ
て
こ
そ
書
か
れ
る
も
の
で
す
。つ
ま
り
、

観
な
が
ら
、
調
べ
な
が
ら
、
考
え
な
が
ら
、
味
わ
い
な
が
ら
、
行
な

い
な
が
ら
書
か
れ
る
も
の
で
す（

（（
（

」
と
い
う
文
を
寄
せ
て
い
る
。
後
藤

は
、
戦
前
期
よ
り
、「
自
然
的
対
象
」「
人
間
的
対
象
」「
社
会
的
対

象
」
と
い
う
三
つ
の
分
野
に
分
け
て
、「
調
べ
る
綴
方
」
に
関
す
る

主
張
を
行
っ
て
い
た（

（（
（

。
後
に
、
牧
は
、
教
育
実
践
に
際
し
て
、
後
藤

の
影
響
を
強
く
受
け
て
い
た
こ
と
を
振
り
返
っ
て
語
っ
て
い
る（

（（
（

。
し

た
が
っ
て
、牧
が
後
藤
の
「
調
べ
る
綴
方
」
の
考
え
を
参
照
に
し
て
、

「
社
会
的
対
象
」
へ
の
調
査
活
動
に
意
識
的
に
取
り
組
ん
で
い
た
様

子
も
窺
わ
れ
る（

（（
（

。

　

以
上
よ
り
、
牧
実
践
に
つ
い
て
、
次
の
二
つ
の
特
徴
を
指
摘
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

　

第
一
に
、
牧
実
践
の
中
で
は
、
夏
休
み
の
「
課
題
活
動
」
や
「
共

同
研
究
」
と
い
う
教
育
方
法
を
用
い
て
、
生
徒
に
地
域
の
実
地
調
査

に
取
り
組
ま
せ
、
そ
う
し
た
活
動
に
対
す
る
作
文
指
導
を
通
じ
て
、

地
域
の
歴
史
認
識
を
深
め
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
後
の
牧
の
教
え
子

も
、「
授
業
が
す
む
と
、
子
ど
も
た
ち
と
自
転
車
で
野
外
へ
、
植
物
・

岩
石
・
古
墳
な
ど
を
調
べ
に
い
っ
た
」
と
い
う
よ
う
に
、
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
を
活
用
し
た
教
育
活
動
や
、「
村
の
歴
史
を
調
べ
劇
化
し

て
学
芸
会
を
や
っ
た
り
、
職
員
劇
を
や
っ
た
り
し
た
」
こ
と
な
ど
を

回
想
し
て
い
る（

（（
（

。
こ
こ
か
ら
は
、
牧
が
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
や
表

現
教
育
を
大
切
に
し
て
い
た
教
師
で
あ
っ
た
こ
と
も
示
さ
れ
る
。

　

第
二
に
、
牧
実
践
に
お
い
て
は
、
地
域
の
農
業
問
題
が
取
り
上
げ

ら
れ
、
そ
う
し
た
地
域
の
課
題
を
、
農
家
へ
の
聞
き
取
り
調
査
を
通

じ
て
解
決
し
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
成
果
と
し
て
、

地
域
の
課
題
を
、「
生
き
方
」
の
問
題
と
し
て
捉
え
て
い
く
生
徒
が

育
っ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
よ
り
、「
生
活
教
育
」
を
ま
ず
大
事
に
し
、

教
科
の
枠
組
み
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
牧
の
姿
勢
を
窺
う

こ
と
が
で
き
る（

（（
（

。

　

し
た
が
っ
て
、
牧
実
践
に
関
し
て
は
、
地
域
の
「
社
会
的
事
象
」

に
対
す
る
「
調
べ
る
綴
方
」
実
践
で
あ
っ
た
と
位
置
づ
け
る
こ
と
が

で
き
る
。
と
り
わ
け
、
牧
実
践
で
は
、
地
域
の
課
題
を
歴
史
的
に
明

ら
か
に
す
る
た
め
に
、
地
域
の
実
態
調
査
が
ま
ず
重
視
さ
れ
、
そ
の

内
容
を
共
同
研
究
と
し
て
作
文
で
綴
ら
せ
た
と
い
う
点
に
独
自
性
が

存
在
し
て
い
た
と
論
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。

五
．
本
研
究
の
ま
と
め

　

本
研
究
の
目
的
は
、
戦
後
生
活
綴
方
教
育
実
践
の
特
質
を
、
愛
知
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県
西
尾
幡
豆
地
方
の
杉
浦
敦
太
郎
と
牧
富
也
の
実
践
に
着
目
し
て
実

態
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
歴
史
的
意
義
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
で

あ
っ
た
。
本
稿
を
通
じ
て
、
以
下
の
三
点
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が

で
き
た
。

　

第
一
に
、
愛
知
県
三
河
地
方
に
お
け
る
戦
後
生
活
綴
方
教
育
実
践

に
お
い
て
は
、
地
域
の
歴
史
の
解
明
を
目
指
し
て
、
教
師
と
生
徒
が

共
同
で
歴
史
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
た
こ
と
で
あ
る
。具
体
的
に
は
、

「
郷
土
ク
ラ
ブ
」
の
活
動
や
、
夏
休
み
の
「
課
外
活
動
」
の
活
動
を

通
じ
て
、
教
師
と
生
徒
が
共
同
で
地
域
の
歴
史
を
解
明
す
る
こ
と
を

目
指
し
た
歴
史
研
究
が
行
わ
れ
、
そ
れ
を
通
じ
た
歴
史
認
識
形
成
が

行
わ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
そ
こ
で
表
現
さ
れ
た
歴
史
認
識
は
、『
学

校
文
集
』
と
し
て
表
現
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
生
徒
同
士
、
教
師
間

に
も
共
有
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

第
二
に
、
愛
知
県
三
河
地
方
に
お
け
る
戦
後
生
活
綴
方
教
育
実
践

で
は
、
地
域
の
社
会
的
課
題
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
そ
の
調
査
内
容
を

作
文
と
し
て
綴
ら
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
生
徒
の
歴
史
認
識
が
深
め
ら

れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
地
域
の
遺
跡
保
存
の
問
題

や
、
農
業
の
近
代
化
な
ど
の
社
会
的
課
題
に
つ
い
て
、
調
査
研
究
を

通
じ
て
そ
の
原
因
を
明
ら
か
に
し
、
解
決
を
目
指
そ
う
と
し
て
い
た

こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
そ
う
し
た
指
導
の
背
景
に
は
、
杉
浦
や
牧
の

よ
う
に
、
地
域
に
お
け
る
社
会
的
課
題
に
対
し
て
問
題
意
識
を
も
つ

教
師
た
ち
が
存
在
し
、
教
育
実
践
の
中
で
意
識
的
に
取
り
挙
げ
て
い

た
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

第
三
に
、
愛
知
県
西
尾
幡
豆
地
方
に
お
け
る
戦
後
生
活
綴
方
教
育

実
践
の
中
で
は
、「
生
活
綴
方
」
の
考
え
に
基
づ
き
、
歴
史
教
育
と

作
文
指
導
が
結
び
つ
い
て
学
習
指
導
が
取
り
組
ま
れ
て
い
た
こ
と
で

あ
る
。
具
体
的
に
は
、国
語
科
や
社
会
科
と
い
う
枠
組
み
よ
り
も「
生

活
教
育
」
を
重
視
し
た
取
り
組
み
が
な
さ
れ
、『
学
校
文
集
』
作
成

を
め
ざ
し
て
、
地
域
の
歴
史
に
つ
い
て
の
調
査
内
容
を
綴
る
た
め
の

教
師
の
作
文
指
導
が
存
在
し
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
愛
知
県
西
尾

幡
豆
地
方
に
お
け
る
戦
後
生
活
綴
方
教
育
実
践
に
お
い
て
は
、
歴
史

認
識
教
育
と
作
文
指
導
を
結
び
つ
け
た
「
調
べ
る
綴
方
」
実
践
が
取

り
組
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

以
上
の
研
究
の
成
果
よ
り
、今
後
の
歴
史
教
育
実
践
に
対
し
て
も
、

次
の
二
つ
の
示
唆
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

第
一
に
、
社
会
科
歴
史
教
育
に
お
け
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
へ
の
示
唆
で
あ
る
。
一
九
五
〇
年
代
の
愛
知
県
西
尾
幡
豆
地

方
に
お
け
る
戦
後
生
活
綴
方
教
育
実
践
の
中
で
は
、
教
科
の
枠
組
み

よ
り
も
、
地
域
に
お
け
る
生
徒
の
生
活
に
根
ざ
し
た
課
題
を
解
決
す

る
た
め
の
教
育
課
程
が
大
切
に
さ
れ
て
い
た
。
こ
こ
か
ら
は
、
愛
知

県
三
河
地
域
に
お
け
る
「
生
活
教
育
」
の
伝
統
を
窺
う
こ
と
が
で
き

る（
（（
（

。
社
会
科
歴
史
教
育
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
お
い

て
、
生
徒
の
「
生
活
」
を
中
心
に
据
え
る
こ
と
の
意
義
を
、
そ
の
よ

う
な
点
か
ら
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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第
二
に
、
歴
史
教
育
実
践
に
お
け
る
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ

へ
の
示
唆
で
あ
る
。
一
九
五
〇
年
代
の
愛
知
県
西
尾
幡
豆
地
方
に
お

け
る
戦
後
生
活
綴
方
教
育
実
践
の
中
で
は
、
生
徒
自
身
が
地
域
の
歴

史
を
調
べ
、
調
べ
た
こ
と
を
作
文
と
し
て
綴
る
と
い
う
よ
う
に
、
歴

史
教
育
と
作
文
指
導
と
が
結
び
つ
い
て
取
り
組
ま
れ
て
い
た（

（（
（

。
こ
う

し
た
点
か
ら
も
、
歴
史
学
習
に
お
け
る
体
験
的
活
動
の
必
要
性
や
、

歴
史
を
書
く
こ
と
の
意
義
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

以
上
論
じ
て
き
た
よ
う
な
戦
後
生
活
綴
方
教
育
実
践
の
歴
史
的
遺

産
に
、
現
在
の
私
た
ち
が
学
ぶ
べ
き
点
は
、
な
お
多
い
と
い
え
る
。

し
か
し
、
本
稿
で
は
、
教
育
実
践
に
焦
点
を
当
て
て
検
討
を
行
っ
た

た
め
、
学
校
の
教
育
課
程
全
体
の
中
で
歴
史
認
識
の
質
を
高
め
る
た

め
の
教
科
指
導
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
は
、
十
分
論
じ
る
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

【
註
】

（
１
）　

香
村
克
己
『
戦
後
愛
知
の
教
育
運
動
史
―
地
域
か
ら
綴
る
運

動
と
教
師
群
像
』
風
媒
社
、
二
〇
〇
六
年
。
酒
井
宏
明
「
愛
知

第
二
師
範
学
校
附
属
小
学
校
の
教
育
課
程
の
変
遷
―
生
活
綴
方

教
育
の
成
立
と
展
開
を
中
心
と
し
て
―
」
全
国
地
方
教
育
史
学

会
『
地
方
教
育
史
研
究
』
第
三
三
号
、
二
〇
一
二
年
、
六
五
〜

八
二
頁
等
を
参
照
。

（
２
）　

土
屋
武
志
「
一
九
二
〇
年
代
の
歴
史
教
育
実
践
の
特
質
」
日

本
学
校
教
育
学
会『
学
校
教
育
研
究
』第
一
八
号
、二
〇
〇
三
年
。

（
３
）　

白
井
克
尚
「
一
九
五
〇
年
代
の
中
学
校
に
お
け
る
郷
土
教
育

実
践
の
特
質
に
関
す
る
一
考
察
―
愛
知
県
知
多
郡
横
須
賀
中
学

校
の
杉
崎
章
の
取
り
組
み
に
即
し
て
―
」
日
本
学
校
教
育
学
会

『
学
校
教
育
研
究
』
第
二
八
号
、
二
〇
一
三
年
。

（
４
）　

国
分
一
太
郎
「
眞
実
な
社
会
科
を
築
く
た
め
に
―
綴
方
の

復
興
に
つ
い
て
」『
社
会
科
教
育
』
第
三
四
号
、
一
九
五
〇
年

一
〇
月
、
一
〇
頁
。

（
５
）　

永
田
和
寛
「
冷
戦
の
中
の
綴
方
復
興
―
国
分
一
太
郎
に
と
っ

て
生
活
綴
方
と
は
何
か
」
駒
込
武
編
『
生
活
綴
方
で
編
む
「
戦

後
史
」
―
︿
冷
戦
﹀
と
︿
越
境
﹀
の
一
九
五
〇
年
代
』
岩
波
書

店
、
二
〇
二
〇
年
、
五
二
〜
五
三
頁
。

（
６
）　

国
分
一
太
郎
「
生
活
綴
方
の
ね
ら
う
も
の
」『
生
活
綴
方
と

作
文
教
育
』
金
子
書
房
、
一
九
五
二
年
、
二
八
頁
。

（
７
）　

加
藤
喜
代
治
「
愛
知
作
文
教
育
者
協
議
会
」
日
本
作
文
の
会

編
『
作
文
と
教
育
』
百
合
出
版
、
第
二
〇
号
、
一
九
五
三
年
九

月
、
三
四
頁
。

（
８
）　

牧
富
也
「
年
表
『
西
尾
幡
豆
国
語
の
会
』
五
五
年
の
歩
み
」

西
尾
幡
豆
国
語
の
会
編
『
道
し
る
べ
―
西
尾
幡
豆
国
語
の
会
の

半
世
紀
―
』、
二
〇
一
〇
年
、
一
五
頁
。

（
９
）　

杉
浦
敦
太
郎
「
西
尾
・
幡
豆
作
文
教
育
の
歩
み
覚
え
が
き
」
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形
成
の
会
『
形
成
』
第
一
号
、
一
九
七
〇
年
三
月
、
四
〇
頁
。

（
10
）　

加
藤
喜
代
治
「
子
ど
も
と
と
も
に
生
活
綴
方
へ
―
『
終
戦
後

の
わ
が
家
』
を
か
か
せ
た
こ
ろ
の
こ
と
―
」
愛
知
作
文
教
育
者

協
議
会
『
作
文
路
線
』
第
三
号
、
一
九
五
三
年
八
月
、
四
頁
。

（
11
）　

加
藤
伊
蘇
志
「
終
戦
後
の
わ
が
家
」
西
尾
中
『
イ
ト
ス
ギ
』

第
二
号
、
一
九
五
二
年
三
月
、
四
〜
一
二
頁
。

（
12
）　

来
栖
良
夫
編
『
中
学
生
の
作
文
』
筑
摩
書
房
、
一
九
五
二

年
、
八
一
頁
。
な
お
、
こ
の
作
文
「
終
戦
後
の
わ
が
家
」
は
、

一
九
五
二
年
度
・
日
本
綴
方
の
会
最
高
位
入
選
、
読
売
新
聞
主

催
全
国
綴
方
の
会
入
選
と
な
り
、「
母
の
死
と
そ
の
後
」（
江
口

江
一
）
と
と
も
に
、「
戦
後
綴
方
の
最
高
の
達
成
で
あ
る
」
と

並
び
称
さ
れ
た
と
い
う
（
後
藤
金
好
『
生
活
綴
り
方
の
道
程
』

形
成
の
会
、
一
九
七
四
年
、
一
一
頁
）。

（
13
）　

加
藤
喜
代
治
「
評
」
前
掲
『
イ
ト
ス
ギ
』
第
二
号
、一
二
頁
。

（
14
）　

例
え
ば
、
著
名
な
岡
山
県
・
月
の
輪
古
墳
の
発
掘
運
動
に
お

い
て
も
、「
社
会
科
」
授
業
の
代
替
と
し
て
、
発
掘
作
業
が
当

て
ら
れ
て
い
た
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
詳
し
く
は
、

白
井
克
尚
「
一
九
五
〇
年
代
に
お
け
る
戦
後
の
郷
土
教
育
運
動

の
地
域
的
展
開
―
岡
山
県
・
月
の
輪
古
墳
発
掘
運
動
の
中
の
教

育
実
践
に
着
目
し
て
―
」
兵
庫
教
育
大
学
大
学
院
連
合
学
校
教

育
学
研
究
科
編
『
教
育
実
践
学
論
集
』
第
一
五
号
、
六
七
〜

七
八
頁
を
参
照
。

（
15
）　

前
掲
、加
藤
喜
代
治
「
子
ど
も
と
と
も
に
生
活
綴
方
へ
―
『
終

戦
後
の
わ
が
家
』
を
か
か
せ
た
こ
ろ
の
こ
と
―
」、
五
頁
。

（
16
）　

前
掲
、
杉
浦
敦
太
郎
「
西
尾
・
幡
豆
作
文
教
育
の
歩
み
覚
え

が
き
」、
四
一
頁
。

（
17
）　

戦
前
と
戦
後
の
生
活
綴
方
教
育
運
動
の
連
続
性
に
着
目
し
た

研
究
と
し
て
、
田
中
武
雄
「
戦
後
山
形
県
に
お
け
る
『
北
方
性

教
育
運
動
』
の
継
承
」（
研
究
代
表 

臼
井
嘉
一
『
戦
後
山
形
県

に
お
け
る
地
域
教
育
実
践
の
展
開
過
程
に
関
す
る
総
合
的
調
査

研
究
』（
科
学
教
育
費
補
助
金
（
基
盤
研
究
Ｃ
）
研
究
成
果
報

告
書
）
二
〇
一
一
年
）
等
が
あ
る
。

（
18
）　

杉
浦
敦
太
郎
「
第
一 

戦
後
の
改
革 

四 

教
育
の
改
革
」
西
尾

市
史
編
纂
委
員
会
編
『
西
尾
市
史 

現
代
五
』
愛
知
県
西
尾
市
、

一
九
八
〇
年
、
四
〇
五
〜
四
〇
六
頁
。

（
19
）　

浅
岡
文
雄
「
考
古
学
者
、
そ
し
て
歌
人
だ
っ
た
杉
浦
敦
太
郎

先
生
」
安
井
克
彦
編
著
『
三
河
の
ペ
ス
タ
ロ
ッ
チ
た
ち
―
三
河

の
風
土
に
生
き
た
教
師
―
』黎
明
書
房
、二
〇
二
〇
年
、二
六
頁
。

（
20
）　

こ
う
し
た
教
科
の
横
断
性
は
、
戦
後
の
愛
知
県
下
に
お
い
て

著
名
な
遺
跡
の
発
掘
調
査
に
関
わ
っ
た
教
師
た
ち
が
、
様
々
な

教
科
担
当
の
中
学
校
教
師
で
あ
っ
た
と
い
う
事
実
と
も
共
通
し

て
興
味
深
い
。
例
え
ば
、
東
海
地
方
で
も
最
も
早
く
か
ら
行
わ

れ
て
い
た
須
恵
器
窯
址
群
で
あ
る
東
山
古
窯
址
郡（
名
古
屋
市
）

の
発
掘
調
査
に
関
わ
っ
た
の
は
、
名
古
屋
市
立
城
山
中
学
校
の
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「
理
科
」
教
師
で
あ
っ
た
荒
木
実
で
あ
り
、
縄
文
海
進
の
世
界

的
現
象
を
裏
付
け
る
先
苅
貝
塚
（
南
知
多
町
）
の
発
掘
調
査
に

関
わ
っ
た
の
は
、
南
知
多
町
立
内
海
中
学
校
の
「
美
術
」
教
師

で
あ
っ
た
山
下
勝
年
で
あ
っ
た
。

（
21
）　
「
岡
島
遺
跡
」
愛
知
県
史
編
さ
ん
委
員
会
編
『
愛
知
県
史

　

資
料
編
二　

考
古
二　

弥
生
』
愛
知
県
、
二
〇
〇
三
年
、

五
〇
六
頁
。

（
22
）　

白
井
克
尚
「
中
学
校
に
お
け
る
歴
史
研
究
と
歴
史
学
習
の
協

働
に
関
す
る
史
的
考
察
―
愛
知
県
横
須
賀
中
学
校
『
郷
土
ク
ラ

ブ
』
の
実
践
の
分
析
を
通
し
て
―
」
愛
知
教
育
大
学
歴
史
学
会

『
歴
史
研
究
』
第
五
七
号
、
二
〇
一
一
年
を
参
照
。

（
23
）　
「
杉
浦
敦
太
郎
」
西
尾
の
人
物
誌
編
集
委
員
会
編
『
西
尾
の

人
物
誌
』
西
尾
市
教
育
委
員
会
、
一
九
九
五
年
、
一
五
〇
頁
。

（
24
）　

加
藤
安
信
「
杉
浦
敦
太
郎
先
生
と
三
和
中
郷
土
ク
ラ
ブ
」
西

尾
市
資
料
館
企
画
展
『
三
和
中
学
校 

歴
史
ク
ラ
ブ
の
あ
ゆ
み

―
東
部
中
学
校
所
蔵
資
料
展
―
』
西
尾
市
資
料
館
編
集
・
発
行
、

二
〇
一
三
年
、
一
頁
。

（
25
）　

同
前
、
同
書
、
同
頁
。

（
26
）　

本
稿
で
は
、「
調
べ
る
綴
方
」
に
つ
い
て
、「
広
く
郷
土
や
社

会
の
で
き
ご
と
を
、
科
学
的
に
調
査
し
、
こ
れ
を
合
理
的
・
客

観
的
な
表
現
に
よ
っ
て
つ
づ
り
、
あ
る
い
は
共
同
制
作
の
よ
う

な
組
織
的
な
方
法
に
よ
っ
て
目
的
意
識
を
は
っ
き
り
さ
せ
る
」

た
め
の
教
育
方
法
と
し
て
定
義
し
て
い
る
（
上
田
庄
三
郎
「
調

べ
る
綴
方
」
日
本
作
文
の
会
編
『
生
活
綴
方
事
典
』
明
治
図
書
、

一
九
五
八
年
、
五
七
五
頁
）。

（
27
）　

牧
は
、
杉
浦
か
ら
の
影
響
に
つ
い
て
、「
敦
太
郎
先
生
の
発

案
で
「
西
尾
・
幡
豆
作
文
の
会
」（
の
ち
に
、「
西
三
河
作
文
の
会
」

に
発
展
）
を
つ
く
り
、世
話
人
を
依
頼
さ
れ
た
。
ま
た
、「
西
尾
・

幡
豆
考
古
学
の
会
」
を
は
じ
め
ら
れ
、
そ
の
事
務
局
に
指
名
さ

れ
担
当
し
た
。」
こ
と
を
語
っ
て
い
る
（
牧
富
也
「
私
見 

同
年

代
を
生
き
た
人
た
ち
」
金
沢
ヒ
ュ
ー
マ
ン
文
庫
叢
書
・
編
集
部

編
『
第
七
回 

金
沢
嘉
市
研
究
会 

合
同
研
究
会
・
資
料
集
』
蒲

郡
市
教
育
委
員
会
、
二
〇
〇
〇
年
、
五
六
頁
）。

（
28
）　

前
掲
、
杉
浦
敦
太
郎
「
西
尾
・
幡
豆
作
文
教
育
の
歩
み
覚
え

が
き
」、
四
一
頁
。

（
29
）　

前
掲
、杉
浦
敦
太
郎「
第
一 

戦
後
の
改
革 

四 

教
育
の
改
革
」、

四
〇
五
頁
。

（
30
）　

こ
の
よ
う
な
姿
勢
は
、
一
九
五
〇
年
代
前
半
に
お
け
る
「
農

村
青
年
教
師
」
の
姿
に
重
な
る
も
の
で
あ
る
。「
農
村
青
年
教

師
」
に
つ
い
て
は
、
白
井
克
尚
「
相
川
日
出
雄
に
よ
る
郷
土
史

中
心
の
小
学
校
社
会
科
授
業
づ
く
り
―
『
新
し
い
地
歴
教
育
』

実
践
の
創
造
過
程
に
お
け
る
農
村
青
年
教
師
と
し
て
の
経
験
と

意
味
―
」
全
国
社
会
科
教
育
学
会
『
社
会
科
研
究
』
第
七
九
号
、

二
〇
一
三
年
、
一
三
〜
二
四
頁
を
参
照
。
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（
31
）　

牧
富
也
「『
イ
ト
ス
ギ
』
の
あ
ゆ
み
」『
形
成
』
第
九
号
、
形

成
の
会
、
一
九
七
二
年
九
月
、
四
四
頁
。

（
32
）　

前
掲
、
上
田
庄
三
郎
「
調
べ
る
綴
方
」、
五
七
五
頁
。

（
33
）　

後
藤
金
好
「
君
た
ち
は
ど
の
よ
う
に
文
を
書
く
か
」
西
尾
中

『
イ
ト
ス
ギ
』
第
二
号
、
一
九
五
二
年
三
月
、
一
頁
。

（
34
）　

後
藤
金
好
「
調
べ
る
綴
方
の
理
論
と
指
導
実
践
工
作
」
前
掲

『
生
活
綴
方
の
道
程
』、
一
〇
六
頁
（
原
文
は
、
一
九
三
四
年
）。

（
35
）　

牧
富
也
「
西
尾
中
学
校
の
こ
ろ
」
後
藤
金
好
先
生
追
想
の
記

刊
行
会
編
『
敬
慕　

後
藤
金
好
先
生
』
一
九
八
一
年
、
二
九
七

〜
三
〇
〇
頁
。
牧
富
也
「
年
表
『
西
尾
幡
豆
国
語
の
会
』
五
五

年
の
歩
み
」
前
掲
『
道
し
る
べ
―
西
尾
幡
豆
国
語
の
会
の
半
世

紀
―
』、
五
一
頁
等
を
参
照
。

（
36
）　

牧
は
そ
の
後
も
、『
吉
良
町
の
古
墳
・
遺
跡
』（
自
費
出

版
、
一
九
六
一
年
）、『
吉
良
町
の
古
い
仏
像
』（
自
費
出
版
、

一
九
六
一
年
）
な
ど
の
地
域
の
文
化
財
の
調
査
活
動
に
、
生
徒

た
ち
と
と
も
に
参
加
し
、
郷
土
史
家
と
し
て
も
活
躍
す
る
こ
と

と
な
る
。
そ
う
し
た
地
域
の
歴
史
や
文
化
を
大
切
に
す
る
教
師

と
し
て
の
姿
勢
は
、
後
に
彼
が
演
劇
人
や
植
物
学
者
、
歌
人
と

し
て
も
評
価
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
も
関
連
し
て
い
る
。

（
37
）　

山
本
啓
子
「
我
が
道
を
歩
ん
だ
熱
血
人
、
牧
富
也
先
生
―
教

育
者
・
植
物
学
者
・
歌
人
―
」
前
掲
『
三
河
の
ペ
ス
タ
ロ
ッ
チ

た
ち
―
三
河
の
風
土
に
生
き
た
教
師
―
』、
一
七
七
頁
。

（
38
）　

こ
の
よ
う
に
当
時
の
愛
知
県
三
河
地
方
に
お
け
る
中
学
校
教

師
た
ち
が
、
教
科
の
枠
に
と
ら
わ
れ
ず
に
、
生
徒
へ
の
「
生
活

教
育
」
を
第
一
に
考
え
、
教
育
実
践
に
取
り
組
ん
で
い
た
事
実

に
学
ぶ
べ
き
点
は
多
い
。
例
え
ば
、
当
時
、
新
城
市
立
東
郷
中

学
校
の
「
社
会
科
」
教
師
で
あ
っ
た
中
西
光
夫
は
、
一
九
五
二

年
に
日
本
作
文
の
会
に
よ
る
第
一
回
作
文
教
育
全
国
協
議
会

（
中
津
川
大
会
）
に
参
加
し
た
こ
と
に
よ
り
、「
作
文
教
育
開
眼
」

し
、
文
集
活
動
に
本
腰
を
入
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
な

お
、
中
西
光
夫
の
「
社
会
科
」
教
師
と
し
て
の
研
究
的
位
置
づ

け
は
、
以
下
の
論
文
に
詳
し
い
。
木
村
博
一
「
地
域
教
育
実
践

の
構
築
に
果
た
し
た
社
会
科
教
師
の
役
割
―
愛
知
県
三
河
地
域

に
お
け
る
中
西
光
夫
と
渥
美
利
夫
の
場
合
―
」
全
国
社
会
科
教

育
学
会
『
社
会
科
研
究
』
第
七
〇
号
、
二
〇
〇
九
年
、
二
一
〜

三
〇
頁
。

（
39
）　

こ
う
し
た
点
に
つ
い
て
は
、
現
在
に
お
い
て
も
愛
知
教
育
大

学
附
属
岡
崎
小
学
校
が
、大
正
時
代
か
ら
「
生
活
教
育
」
を
脈
々

と
受
け
継
い
だ
教
育
実
践
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
や
、
そ
こ

で
の
実
践
研
究
を
精
力
的
に
こ
な
し
た
教
師
が
、
愛
知
県
三
河

地
域
に
お
け
る
授
業
研
究
の
リ
ー
ダ
ー
的
存
在
と
し
て
「
生
活

教
育
」
を
推
進
す
る
存
在
と
な
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
も
示

さ
れ
る
。

（
40
）　

こ
の
よ
う
な
教
育
方
法
は
、
一
九
五
〇
年
代
に
お
け
る
戦
後
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日
本
の
郷
土
教
育
実
践
に
も
見
ら
れ
た
特
質
で
あ
っ
た
。
詳
し

く
は
、
白
井
克
尚
『
戦
後
日
本
の
郷
土
教
育
実
践
に
関
す
る
歴

史
的
研
究
―
生
活
綴
方
と
フ
ィ
ー
ル
ド
・
ワ
ー
ク
の
結
び
つ
き

―
』
唯
学
書
房
、
二
〇
二
〇
年
を
参
照
。
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